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ごあいさつ 

 

 

 

公益財団法人新潟県国際交流協会 理事長 

中山 輝也 

 

県民の皆様におかれましては、日頃から公益財団法人新潟県国際交流協会の活動にご支援ご協

力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本コンテストは、若者の国際感覚や国際認識を高め、世界に関心を持ち自ら積極的に考

える機会を提供するため 2006(平成 18)年から毎年開催しており、今回で 19 回目を迎えました。 

今回は、中学生部門５団体、７チーム、高校生部門 13 団体、16 チームが発表を行い、国際的な

問題や国内の課題など、様々なテーマで発表いただきました。会場には 275 名もの方々にお出で

いただき、出場した生徒たちの熱意あふれる姿勢と説得力のあるプレゼンテーションに多くの

方々から称賛の声が寄せられたところです。 

昨年から実施を再開している副賞の海外スタディツアーでは、今でも台湾の人々に尊敬される

日本人である八田與一技師が手掛けた烏山頭ダムを見学し、その偉業を目の当たりにすることに

より、参加者たちが深い感銘を受けたことがスタディツアー参加者レポートから知ることができ

ます。 

さて、世界では、紛争を始めとした多くの国際問題が存在していますが、地域間の国際交流活

動は、国家間の課題解決の一助になるものと考えられ、そのためには、主体的に物事を考え積極

的にコミュニケーションを取ることができるグローバル人材の育成が重要であると考えています。

また、本県では、外国人就労者や留学生など、多様な国や地域出身の外国人が増加しています。

このようなときこそ、多様な文化や価値観を持つ人々が互いに認め合い、支え合って生活する多

文化共生社会の形成を目指した取組を進めていく必要があると考えています。 

柔軟な発想力と行動力を持った若い皆さんが、世界の諸問題について考え発信することは大変

意義深いことです。このコンテストをきっかけに、異文化への敬意と日本人としての誇りを持っ

た国際人として、多くの皆さんが新潟県から世界へ羽ばたいてくれることを期待しています。 

終わりに、公平かつ公正な審査にご協力いただきました審査員の皆様をはじめ、本コンテスト

の開催にあたりご協力を賜りました多くの皆様に厚く御礼申し上げますとともに、今後とも新潟

県における国際理解教育の一層の推進のため、ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 
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国際理解教育プレゼンテーションコンテストに寄せて 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟県教育委員会 教育長  

太田 勇二 

 

 情報通信技術の飛躍的な進展などにより、我々は国境を越えて世界中の人々と日常的に交流する

ことができるようになりました。また、日本に住む在留外国人が、令和６年６月末現在で約 359 万

人と過去最高を更新するとともに、令和７年４月に日本を訪れた外国人観光客は、単月として初め

て 390 万人を超えるなど、対面で外国人と関わり、触れ合う機会も増えています。このように、国

際化が一層進展している現代社会においては、異なる文化を持つ人々の生活や習慣、価値観などの

違いを認識した上で、それらを受け入れながら共生していく力が、これまで以上に求められていま

す。 

 こうした時代の変化を踏まえ、新潟県教育委員会では、本県の教育の在り方を示した「新潟県教

育振興基本計画」において、豊かな語学力・コミュニケーション能力、主体性・積極性、国際理解

の精神等を身に付け、様々な分野で活躍できるグローバル人材の育成を目指しています。その実現

のためには、外国語教育や異文化理解の推進に加え、多様な他者と協働しながら創造的に生きてい

くための資質・能力の育成に向け、実社会や実生活の中で主体的・協働的に探究する学習を推進し

ていく必要があります。 

 「国際理解教育プレゼンテーションコンテスト」は、生徒が国際理解に関する問題意識をもって

主体的に思考するとともに、チームとして協働しながら調査・研究を行い、それらを論理的に整理

し発表するという貴重な機会となっています。 

本コンテストへの参加を通じて、新潟県の中学生・高校生が、コミュニケーション能力や主体性・

積極性などを養い、国際的な視野を備えたグローバル人材へと成長することを期待しています。 
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国際理解教育プレゼンテーションコンテストに寄せて 

 

新潟県国際理解教育推進協議会 会長 

（新潟大学 副学長） 

坪井 望 

日本国内、特に地方での少子高齢化と人口減少の急激な進展による経済成長の鈍化の懸念に加えて、

エネルギー及び食糧の安全危機管理問題や気候変動を含む環境問題を始めとした多様な地球規模課

題が指摘されている一方で、今後における様々な革新的な科学技術や知的アイデアの創出に加えて、

国内外で創出された技術やアイデアの融合的な活用による新規産業分野の開拓が期待されています。

このような背景の基で、グローバルな経済活動及び社会活動の加速化と共に、様々な産業分野での外

国人比率の必然的な高まりが想定されており、新潟地域を含む国内での社会活動においては、多様な

文化背景を有する人々との共生、すなわち多文化共生の実現が求められています。 

なお、多文化共生を総務省は、「国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、

対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていくこと」と定義しています。

そして、各市町村は、従来の国際交流や国際協力の取り組みに加えて、地域における多文化共生とし

て「コミュニケーション支援、生活支援、意識啓発と社会参画支援、地域活性化の推進やグローバル

化への対応、多文化共生施策の推進体制の整備」に関する施策を推進しています。 

このように、多国籍な人々との協働により国や地域の発展と多文化共生社会を実現するためには、

グローバル人材の育成がますます重要となっており、若者に対する国際理解教育の質の向上が進めら

れています。例えば、すべての若者が海外留学することが容易でない現実を踏まえて、国内における

国際共修教育が推進されています。大学生に対する国際共修は「言語や文化背景の異なる学習者同士

が、意味のある交流（Meaningful Interaction）を通して多様な考え方を共有・理解・受容し、自己

を再解釈する中で新しい価値観を創造する学習体験を指す。意見交換、グループワーク、プロジェク

トなどの協働作業を通して、学習者がそれぞれの物事へのアプローチ（考察・行動力）やコミュニケ

ーションスタイルから学び合い、知的交流の意義を振り返るメタ認知活動を、視野の拡大、異文化理

解力の向上、判的思考力の修得、自己効力感の増大などの自己成長につなげる正課内外活動を国際共

修とする。国際共修の学習者には、大学生のみならず、地域社会の住民や初等中等教育機関の、世代

や立場を超えた多様なステークホルダーが含まれる。（末松：国際共修の検証，「ウェブマガジン「留

学交流」2019 年２月号１-12 頁」から抜粋）」のように位置付けられています。中学校や高校では一

般的に受入留学生数が多くはなく、このような国際共修は容易でないと思いますが、国際理解に係る

グループワークを通して、多様な考え方を共有・理解・受容し、自己を再解釈する中で新しい価値観

を創造する学習体験の機会は、国際理解教育に寄与するものと思われます。 

新潟県国際理解教育推進協議会と(公財)新潟県国際交流協会は、県内の中学生・高校生がグループ

で国際理解を深める機会として、国際理解教育プレゼンテーションコンテストを実施しています。こ

の機会を体験した皆さんが、将来において多文化共生の地域づくりを推進し、地域社会の発展と世界

に開かれた新潟県の実現に寄与してくださることを願っています。 



 

Ⅰ．プレゼンテーションコンテスト 
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１．コンテストの概要 
 

【日時・場所】 

令和６年 12 月 21 日（土）12：10～17：30 

朱鷺メッセ 国際会議室（マリンホール） 

 

【プログラム】 

12：10～13：40  開会式・コンテスト（高校生部門 前半） 

13：50～15：10  コンテスト（高校生部門 後半） 

15：20～16：30  コンテスト（中学生部門） 

16：35～16：55  アトラクション 

16：55～17：30  審査発表・表彰式 

 

【審査員】 

【中学生部門】※敬称略・順不同 

独立行政法人国際協力機構（JICA)東京センター 所長        田中 泉（審査員長） 

新潟県教育庁高等学校教育課 副参事 (指導第２係長)         佐野 由美子 

公益財団法人新潟市国際交流協会 業務執行理事・事務局長     池田 比呂哉 

上越教育大学 学校教員養成・研修高度化センター 特任教授    鈴木 克典 

株式会社新潟放送 経営管理局 CSR 推進部長        高橋 紀子 

【高校生部門】※敬称略・順不同 

新潟県国際理解教育推進協議会会長／新潟大学副学長        坪井 望（審査員長） 

新潟県教育庁義務教育課 指導第２係 指導主事            岡本 真梨 

新潟市観光・国際交流部 部長                    関川 丈彦 

公益財団法人 AFS 日本協会 新潟支部 支部員           山際 由記子 

株式会社新潟日報社 報道部 部長代理                        石田 篤志 

 

【司会】 

中津川 英子（アナウンサー） 

 

【アトラクション】 

ベトナムの国紹介 

ファム ヴァン ロン（留学生交流推進員） 
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【出場チーム】 

 チーム名 タイトル 

中学生部門 

1 新潟市立早通中学校（新潟市立早通中学校） 教育が世界を変える 

2 Citrine（新潟明訓中学校） 「地産地消」から考える脱炭素社会 

3 Glocal 部 ３年（新潟県立燕中等教育学校） 戦争と平和 

4 ガーベラベラ（新潟明訓中学校） 尊重の先の未来へ 

5 Lucky Clovers（（公財）長岡市国際交流協会） Circle × Triangle ～私が認められる世界～ 

6 さらだぼうる（新潟明訓中学校） What’s true?  What’s fake?  What’s our choice? 

7 あっぷるポップコーン（新潟市立下山中学校） 「区別」と「差別」、何が違う？ 

高校生部門 

1 Global Blossoms（個人） Shine Bright, Bloom Proud 〜輝きを纏い、咲き誇る〜 

2 
タンフル４号（（独）国立高等専門学校機構 

長岡工業高等専門学校）  
あなたのしあわせ、私のしあわせ 

3 BLACK PINK (上越高等学校) respect black culture 

4 北越高校 English Club (北越高等学校) 「好きです！付き合ってください！」これって、日本だけ？ 

5 チーム PPL (帝京長岡高等学校) ジェンダー Real 

6 水先案内団(新潟明訓高等学校) 世界が危ない ～海洋ごみ問題から考える国際協力の必要性～ 

7 ひじきに夢中(新潟県立柏崎翔洋中等教育学校) What's the solution? ～平等を探す旅～ 

8 シンガプラ(新潟県立新津高等学校) 8 分で伝えたい！日本のこれから 

9 台湾行こう^v^の会(新潟県立糸魚川高等学校) SDGs ～世
・

界の ど
・

こでも グ
・

ッドな 水
・

道水を～ 

10 Global Connectors (新潟県立国際情報高等学校) Let's interact with people around the world! 

11 Sirius(新潟明訓高等学校) 文化の架け橋 ～後世へ残すためのアプローチ～ 

12 
MONG PANG（（独）国立高等専門学校機構長岡

工業高等専門学校） 
ハラールを知ってみんなで腹いっぱい 

13 GLOCAL 部（新潟県立燕中等教育学校） プラスチックは＋（プラス）チック？ 

14 
目黒商事 三条支店新潟 

（新潟県立三条商業高等学校） 
プロジェクト FT ～FT 商品販売拡大に挑戦する高校生達～ 

15 
Teny（（独）国立高等専門学校機構 

長岡工業高等専門学校） 
言語ではなく、世界標準という言葉で 

16 Beyond the sky（新潟市立万代高等学校） Minorities in Japan 
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【中学生部門】 

〇最優秀賞 

 あっぷるポップコーン（新潟市立下山中学校）「『区別』と『差別』、何が違う？」 

 

〇優秀賞 

 新潟市立早通中学校（新潟市立早通中学校）「教育が世界を変える」 

 

Lucky Clovers（（公財）長岡市国際交流協会）「Circle × Triangle 〜私が認められる世界〜」 

  

〇審査員奨励賞 

 該当なし 

 

 

 

【高校生部門】 

〇最優秀賞 

 目黒商事 三条支店（新潟県立三条商業高等学校）「プロジェクト FT 

～FT 商品販売拡大に挑戦する高校生達～」 

 

〇優秀賞 

 GLOCAL 部（新潟県立燕中等教育学校）「プラスチックは＋（プラス）チック？」 

 

 Teny（（独）国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校） 

「言語ではなく、世界標準という言葉で」 

 

〇審査員奨励賞 

BLACK PINK（上越高等学校）「respect black culture」  
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【参加者名簿】                     

中学生部門 ※学年は令和６年度 12 月 20 日現在 

   

チーム名 学校名・組織名 学年 メンバー 指導者

3 斉藤　愛

3 波潟　千恵花

3 ⾧谷川　彩

3 早津　栞音

3 今井　理央

3 鈴木　遥菜

3 小柳　杏莉

3 大竹　あかり

3 鈴木　琢斗

3 高橋　慈子

3 星　怜那

3 阿 部　結人

3 江 口　慶杜

3 川 上　ひより

3 山 口　夢愛

3 渡 邉　春仁

⾧岡市立東北中学校
2

羽賀　理沙

⾧岡市立堤岡中学校
2

山崎　結花

新潟大学附属⾧岡中学校
2

李　宥沁

新潟大学附属⾧岡中学校
１

池田　葉和

Glocal部３年 新潟県立燕中等教育学校
教諭　北原　朋子

教諭　乙川　明子

ガーベラベラ 新潟明訓中学校
教諭　小林　敦

教諭　工藤　正人

新潟市立早通中学校 新潟市立早通中学校
教諭　小出　秀人

教諭　鈴木　雛琴

Citrine 新潟明訓中学校
教諭　小林　敦

教諭　荒澤　慶詞

Lucky Clovers （公財）⾧岡市国際交流協会

事務局員
陣内　千香子

労働安全衛生環境担当者
羽賀　亮介
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チーム名 学校名・組織名 学年 メンバー 指導者

3 海 保　 有

3 新 保　ひかり

3 宮 尾　日和

3 山 田　朱夏

3 山 田　匠真

2 佐藤　純蓮

2 円井　寿珠

2 原　たまき

2 福田　万釉

あっぷるポップコーン 新潟市立下山中学校 教諭　山﨑　寛己

さらだぼうる 新潟明訓中学校
教諭　小林　敦

教諭　遠藤　霞
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高校生部門 ※学年は令和６年度 12 月 20 日現在 

   

チーム名 学校名・組織名 学年 メンバー 指導者

⾧岡大手
3

田中　空

中越

3
遠山　いろは

開志国際
2

川上　さや香

三条
2

高野　結

中越

1
桑原　結

2 酒井　舞桜

2 ナポンラム　ナッタパット

2 皆川　あかり

1 山田　紬

1 五十嵐　生威

1 千万　八了

1 ⾧島　咲希

1 美濃川　真桜

2 八幡　望

1 田辺　咲和

1 田村　朱優奈

1 手島　沙会

1 橋本　結

1 大掛　環

1 木村　こまち

1 ファティヤ　ナオミ　ザハラ

1 松尾　結衣

1 丸山　沙姫

（公財）⾧岡市国際交流協会

陣内　千香子
個人参加Global Blossoms

（独）国立高等専門学校機構
⾧岡工業高等専門学校

タンフル４号
准教授　和久井　直樹

准教授　川上　周司

上越高等学校

教諭　関　洋介

常勤講師　佐藤　彩花
北越高等学校北越高校English Club

常勤講師　渡部　里保

常勤講師　丸山　幸一

BLACK PINK 教諭　滝澤　宏

チームPPL 帝京⾧岡高等学校
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チーム名 学校名・組織名 学年 メンバー 指導者

1 飯嶋　冴華

1 澤井　玄

1 清水　優衣

2 小澤　そら

2 桑原　夏実

2 小林　佐帆

2 齋藤　花純

2 山口　倫果

2 小林　由乃

2 笹川　友希

2 山崎　咲佳

2 萩野　澪

2 木島　大

2 松木　海斗

2 安田　悠人

2 今村　彩乃

2 髙橋　陽和

2 羽賀　成美

2 茂木　さら沙

2 森田　想

1 井上　迪姫

1 金森　美優

1 田村　優奈

1 堀口　未央那

教諭　磨田　直子

教諭　冨澤　悠太

新潟県立柏崎翔洋中等教育学校ひじきに夢中

教諭　小林　敦

教諭　牧井　智生
水先案内団 新潟明訓高等学校

教諭　髙橋　満シンガプラ 新潟県立新津高等学校

台湾行 こう^v^の会 新潟県立糸魚川高等学校 教諭　小島　大介

Global Connectors 新潟県立国際情報高等学校 教諭　宮村　明日翔

Sirius 新潟明訓高等学校

教諭　小林　敦

教諭　牧井　智生
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チーム名 学校名・組織名 学年 メンバー 指導者

3 井塚　杏奈

3 田中　理子

3 ビヤンバジャブ　エンフメンド

2 矢川　遼太

1 佐藤　楓花

2 笹川　怜奈

2 松島　葵

2 丸山　茜

2 弥久保　つくし

2 江口　菜乃香

2 落合　航太郎

2 佐藤　楓花

2 石　馨宇

2 鶴巻　凜花

3 権平　匠　ブライアン

3 ファノディラ　ニルデソン　イサンジャチ

3 山田　侑生

1 小山　実姫

1 菅谷　奈瑞菜

1 稲垣　かれん

1 櫻田　成美

1 丸山　愛未

1 涌井　和樂

MONG PANG
（独）国立高等専門学校機構

⾧岡工業高等専門学校

准教授　和久井　直樹

准教授　川上　周司

GLOCAL部 新潟県立燕中等教育学校
教諭　乙川　明子

教諭　北原　朋子

Beyond the sky 新潟市立万代高等学校 教諭　清水　知子

目黒商事 三条支店 新潟県立三条商業高等学校
教諭　目黒　正栄

教諭　市川　操

Teny
（独）国立高等専門学校機構

⾧岡工業高等専門学校

准教授　和久井　直樹

准教授　川上　周司
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【中学生部門】最優秀賞 

あっぷるポップコーン（新潟市立下山中学校） 

「『区別』と『差別』、何が違う？」 
 

 

「女の子だから、学校へ行けない。」「女の子だから 10代で結

婚させられる。」Because I am a girl. これは、途上国で今も

起きている大きな課題です。日本でも「〇〇だから」という「区

別」の名の下で「差別」があるのでは？と、次の３つの視点で

考えました。 

１つ目は、性の多様性についてです。新潟県の調査から、性

の多様性についての理解がとても低く、その取組が必要だとわ

かりました。そこで、ニュースの発行や「トランスジェンダー

のリアル」というパネル展を実施し、全校生徒に当事者の思いを知ってもらいました。 

２つ目は、国籍・ルーツについてです。私たちが住む街のすぐ隣にある新潟朝鮮学校を訪問し、金校

長先生からお話を伺いました。在日コリアンへの差別が最も激しかった 1994 年、電車の中で、ある女学

生のチマチョゴリが切り裂かれました。周りには大勢の人がいるのに誰も何もしてくれません。でもそ

の時、ある高校生がその女学生にコートをかけてあげたそうです。私たちは、チマチョゴリを切り裂く

手も、震える肩にコートをかける手もどちらも同じ、人の「手」だと気づきました。そして、私たちの

メンバーの１人は、中国と日本、どちらにもルーツがあります。彼女は今まで直接差別を受けたことは

ないけれど、中国と個人をごった混ぜにした批判的なことを言う人を多く見てきたそうです。その話を

聞いて内心とても傷つき、差別に対して何ができるのかを考え始めました。 

３つ目は、共に生きるために大切なことについてです。たまたま聞いたラジオで、社会問題について

様々な発信をされているパーソナリティのキニマンス塚本ニキさんを知り、その方を招いて学習会を開

きました。ニキさんから、ニュージーランドでは多様性を重んじていること、社会問題に対する市民の

アンテナが高いことを学びました。この学びを活かし、私たちは新潟の街で街頭インタビューを行い、

共に生きるために大切なことについて多くの市民に啓発を行い、共生する意識を高めました。交流した

新潟の皆さんの手は、とてもあたたかく、勇気づけられるものでした。 

そして、１つの結論に至りました。「区別」とは、様々ある違いを単に違いと捉え、配慮した上で接す

るものですが、一方で「差別」は、その違いを低く劣っている

ものとして不当に扱うものです。私たちは差別をなくすために、

正しい情報源から正しい知識を知ること、一人一人がどんな人

なのか理解しようと努力すること、どんなに人にも尊敬の心を

持って接すること、そして様々な人と目線の高さを合わせて物

事を考えてみることができると考えました。「中学生だから」で

きないのではなく、「中学生だから」これからの社会を変えてい

けます。未来は私たちの「手」の中にあるのですから。 

 

２．発表概要 
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【中学生部門】優秀賞 

新潟市立早通中学校（新潟市立早通中学校） 

「教育が世界を変える」 
 

 

私たちが住む新潟市北区には、中国・パキスタン・ネパール・バングデ

ィッシュ、そして、アフガニスタンと多くの国の方が生活しており、その

皆さんは日本語を学ぶために「日本語教室」を利用している。 

現在、北区には２つの日本語教室があるが、その１つ「ことのは学習室」

で、私たちは日本語を教えるお手伝いをしている。気づいたら毎週土曜日

の午後に手伝いをはじめて４ヶ月、今は、アフガニスタンから来たアウ

ロ・ムハンマドさんに付いて、日本語を教えている。学習会の終わりに、

アウロさんは家族のこと、向こうでの生活の様子を嬉しそうに話してくれ

たし、お互いの国のことを話し合う時間が本当に楽しみだった。 

ある日、アウロさんから、ドキッとする話を伺った。アフガニスタンでは、３年前にタリバン政権になってから、

女の子は学校に行かないというのだ。私は、この話を伺ったとき、なぜかグッと胸が熱くなり、「女の子が学校に行

けないことを男性としてどう思っていますか。」と質問してみた。すると、「女の子が学校へ行けないことは残念で

す。でも、女の子はオンラインで学び続けています。」という話をしてくれた。アフガニスタンの男性全員ではない

かもしれないが、イスラム教徒のアウロさんが「女性が学校に行けないことを残念に思っていること」を嬉しく思

ったし、家から出られない状況でも、女の子たちがオンラインで学び続ける環境もあると聞き、安心した気持ちに

なった。 

早速みんなで調べてみると、アフガニスタンでは、３年前にタリバン政権になってから、国の全土で中学生以上

の女子教育が停止され、女性が働くことも制限され、さらに女性が公の場で全身や顔を覆うこと（ヒジャブを身に

着けること）などを義務付けた法律も発表されていることが分かった。 

世界の教育がどうなっているのか気になり、さらにみんなで調べてみると、約２億5000万人の子どもが学校で教

育を受けることができていないことや、そのほとんどがアフリカなどの発展途上国の子どもたちであることが分か

った。原因は教育環境、貧困、自然災害、紛争、そして、社会的・文化的・宗教的な背景になっている。 

グローバルサウスの筆頭国でもあるインドの教育が、今、世界で注目されている。幼児教育からの英語授業と、

小学校からの高度なプログラミングやデータサイエンスを中心とする ICT 教育によって、世界で活躍する若者が多

く輩出されている。 

その一方、インドでは一億人を超える子どもたちが、学校に行っていない、または、途中でやめていると言われ

ている。さらに、ストリートチルドレンも国内で50万人以上いると推定される。 

そこで、新潟に住みながらインドのストリートチルドレンのために学校をつくり、20年間に渡ってその子どもた

ちを支援してきた、新潟市西区在住の片桐和子さんからお話を伺った。私たちの質問に対し、教育とは「子どもた

ちの生きる道標となって、教え導くこと。具体的には『強く生きる』『正しく生きる』『堂々と生きる』そして『楽

しく生きるための道標』。教育こそが社会の根源であり、世界共通であり、争いのない世界の平和をもたらすものだ

と信じている。」という話に、胸が熱くなった。 

次に、片桐先生と同じようにアフリカのルワンダに学校をつくり、現地の子どもたちを支援しているマリールイ

ズさんのお話を伺った。マリールイズさんは、ルワンダの内戦で心身共に傷ついた子どもたちに「教室で学びなが

ら夢を取り戻してほしい」という願いのもと、ウムチョムィ－ザ学園を運

営している。1993 年のルワンダ大虐殺の経験から、平和・教育・命の大

切さを理解してほしいという思いでNPO法人「ルワンダ教育の会」を立ち

上げ、教育の大切さを訴えている。 

教育を受けることで、将来の夢を語れるようになる。教育の大切さは、

貧困に苦しむ国の子どもだけでなく、私たちにとっても同じ。今の私たち

にできること、それは、学べることに感謝の気持ちをもって、学び続けて

いくこと。そして、学んだことを生かし、いつか、いつか誰かの役に立つ

生き方をしていくこと。 
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【中学生部門】優秀賞 

Lucky Clovers（（公財）長岡市国際交流協会） 

「Circle×Triangle ～私が認められる世界～」 
 

 

日本には、様々な固定観念があると感じます。最近、友だちが将

来の夢について話したとき、学校の先生に意見を否定されてしまっ

たと聞きました。 

Lucky Clovers メンバーの２人が訪問したアメリカでは、多くの

人が自分の意思や情熱のままに動いていました。そこで、他国にも

日本の様な固定観念があるのか調べてみました。 

“社会性を育てる教育”の日本に対し、フィンランドは“個性を

尊重する教育”を行っています。つまり、他人と比較せず、それぞれの「個性」や「違い」を大切にし、伸ばし

ているのです。そのため、学校には定期テストや校則が殆どありません。それぞれが違うので、固定観念は少な

いそうです。オーストラリアは、小学校から飛び級、留年をします。大学は、並行していくつかの事を学べて、

単位が取れたらすぐに卒業できます。色々な人がいて、固定観念は当てはめる方が大変です。パキスタンは、様々

な理由で学校に行けない人がいます。学校では先生の一方的な授業が行われ、軍人や宗教の学校もあり、コネで

会社に入る事があるようです。日本と似た様な固定観念から日本以上のモノもあります。 

４つの国の特徴を踏まえ、私たちは固定観念によって自分の意見を出せない、持てない人がいるのではないか

と思いました。そこで、約220人の方にご協力いただき、アンケートを行いました。「きのこの山、たけのこの里

どちら派？」という質問では、双方47.5%で「どちらでもない」が４%でした。しかし、「将来の夢はなんですか？」

という質問に対して「わからない」が37%で、わからないと答えた人が先ほどより約10倍に増えたのです。 

この結果から私たちは、やりたいことや個性が認められる、失敗を恐れすぎない、男女平等な生活が行える、

「私が認められる世界」を作ろうと考えました。そのために、「イベントの開催」「理不尽な校則の改正」「意思の

尊重」の３つを行います。 

「イベントの開催」では、自分を思い切り表現できるようなイベ

ントを企画、「理不尽な校則の改正」では、生徒会を通じて自分の意

思を大切にする、「意思の尊重」では、私たちが日常生活からお互い

を尊重できるようにします。 

タイトルの「Circle×Triangle」は、誰かに認めてもらい、誰か

を認めるというサイクルと、主体性、自主性、積極性を持ち、固定

観念にとらわれず、トライしよう！という事を表します。この３つ

を通して、私たちと一緒に｢私が認められる世界｣を作りましょう！ 
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Citrine（新潟明訓中学校） 

「『地産地消』から考える脱炭素社会」 
 

 

私たちの発表では、地産地消と脱炭素の関係をテーマにし

ました。脱炭素問題を取り上げようと決めたきっかけは、昨

年度に青木環境事業さんという脱炭素に貢献している企業

を見学し、自分たちにできることはないかを考え始めたこと

です。そこで、リサーチを進めていく中で、地産地消が脱炭

素につながることを知りました。 

一般的に、地産地消のメリットとしては「鮮度が良いものや旬の食材を得られる。生産の状況を

確認しているので、安心感が得られる。地元の食材を使用することで地域の食文化や自然を知るこ

とができる。地元が活性化する。」というものが挙げられます。しかし、調べてみたり、環境フェス

ティバルというイベントに行ってお話を聞いたりしているうちに、地産地消は運輸時にかかる二酸

化炭素の削減、破棄される食品のプラスチック化など、脱炭素にもつながってくることがわかりま

した。 

また、国際的な脱炭素活動である排出権取引について、国際協力活動をして発展途上国の人材育

成や、技術協力を行っている JICA さんに質問しました。排出量取引には CO2 の排出を減らそうとす

る国を応援できるというメリットがある一方で、日本のような火力発電に頼っている大口の先進国

が排出量取引を行うことで自国の CO2 排出量を減らす努力をしないままだとしたら、地球規模の解

決につながらないかもしれないという課題もあるとの回答をいただきました。 

そこで、排出権取引を地産地消に活かせるか、活かすべきかについて考えました。私たちは、海

外で行われている地産地消についてベトナムを例に出して紹介し、地産地消は国内だけでなく海外

にも広めていくべきであると提唱しました。そして、地産地消を海外に広めるには「一人一人が自

分にとっての社会的課題解決を考えたり、そのような課題

への取り組みを応援したりしながら消費する」エシカル消

費が必要であると結論付けました。しかし、このエシカル

消費の詳細はあまりよく知られていません。 

これらのことから、地産地消を進め、脱炭素問題を解決

するためにも、一人ひとりが話したり調べたりして、興味

を持つことが大切だと伝えました。 
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Glocal 部３年（新潟県立燕中等教育学校） 

「戦争と平和」 
 

 

戦争は私たち人類にとって多大な影響を与え、日本を含む世

界の人々の生活や歴史を変化させてきました。実際、79 年前の

1945 年までは日本も戦争をしており、今なお世界のどこかで戦

争は続いています。戦争は決して過去の出来事ではありません。 

今年、私たちの学校にスロバキア出身の留学生が来ました。

そこで、私たちは留学生にインタビューをしました。戦争は残

虐行為だが、世界を現在に形作った出来事だと話していたことが印象に残っています。留学生のイ

ンタビューを通じて、身近でないウクライナ侵攻について考えるきっかけとなりました。 

ウクライナ侵攻は、ウクライナのゼレンスキー大統領が NATO に加盟する動きに対してロシアのプ

ーチン大統領が阻止しようとした結果、戦争が勃発しました。ウクライナ侵攻は日本に無関係だと

思っている人もいるかもしれませんが、もしこの侵攻が成功してしまったら、台湾や日本が武力で

脅かされる可能性があり、いつ戦争が起きてもおかしくはないのです。 

そこで、私たちは燕中等教育学校中学生を対象にアンケートを実施し、ウクライナ侵攻に対する

知識や平和維持のために何ができるのか意見を聞きました。多くの生徒が戦争の恐ろしさを伝える

ことの重要性を挙げており、また、日本が原爆を持つことに対しては、戦争のリスクを避けるため

に反対する意見が多かったです。 

 また、歴史を振り返ってみると、日本も戦争を行なってきました。例えば満州事変から始まり、

第二次世界大戦に突入しました。最終的に原子爆弾が投下され、日本は多大な被害を受けました。

このような事を繰り返さないために、私たちは、犠牲になった人たちが居てこそ今の平和があると

いうことを忘れずに伝えていく必要があります。平和が当たり前と思っているからこそ、「戦争は

他人事ではない」と危機感を持つことが重要です。 

核兵器廃絶に向けて活動している日本被団協が 2024 年にノーベル平和賞を受賞しました。日本被

団協の田中照巳代表委員は、次世代の私たちに何ができ

るかを考えていく必要があることを強調しました。 

このことから、私たち若い世代が世界平和のために行

動することが重要です。平和は努力により守られるもの

です。「戦争は絶対に繰り返さない」と誓いをたて、一

人一人が行動することが未来を平和にする鍵になると信

じています。 
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ガーベラベラ（新潟明訓中学校） 

「尊重の先の未来へ」 
 

 

私たちは、『私たちなりの本当の尊重』について考えてきま

した。考えようと思ったきっかけは、様々な国から来てくれた

留学生と交流する MeGA１という学校行事に参加し、他の国の

文化について興味を持ったことです。そんな時、報道番組で外

国人観光客による問題を目にしました。外国人の観光客が日本

に来てくれることには、経済効果や地方活性化などのメリット

がある一方で、交通インフラが耐えられないなどの観光公害と

いうデメリットもあります。そこで私たちは、観光公害を減らすことを目指したいと考えました。また、

観光公害を減らすためには、「尊重」がキーワードだと考えました。 

私たちが考える本当の尊重とは、「相互理解」です。そして、相互理解には３つの段階があると考えま

す。はじめに、ステップ１は「発見」です。お互いのことを理解するためにはまず、お互いがお互いの

ことを知らなければいけません。次に、ステップ２は「理解」です。これは、相手の目線になって考え

ることです。最後に、ステップ３は「尊重」です。お互いがお互いを意識することで、双方にとって利

益をもたらす考え方を生み出すことができます。つまり、土台に「発見」、その上に「理解」が積み重な

り、それらを踏まえた「相互理解」が、僕たちが考える本当の尊重です。 

この「相互理解」をもとに、観光公害に対する解決策を考えました。解決策の１つ目は、ゴミ箱が設

置されている場所を地図記号のように、外国人の方でも分かりやすい記号を用いて地図に表すというも

のです。それを駅に設置し、観光客の方に見てもらうことで、ゴミ問題の解決に一歩近づき、観光地の

景観が損なわれず、観光客の人も現地人も気持ちよく過ごすことができるようになります。解決策の２

つ目は、電車やバスなどの公共交通機関を使って目的地に行っている人に、地元住民からボランティア

の人を募り、観光客の方を目的地まで案内してもらい一緒に歩いてもらうというものです。観光客に街

を歩いてもらうことで、バスや電車に乗っている時には気付か

ないような細かい場所まで見ることができるので、目的の場所

以外にも楽しむことができると思います。また、観光客とボラ

ンティアの方が話し合うことによりお互いのことを知ること

ができ、相互理解の機会ともなります。 

お互いを知り、理解し、尊重し合い、みんなでこの相互理解

を目指しましょう。 
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さらだぼうる（新潟明訓中学校） 
「What's true?  What's fake?  What's our choice?」 

 

 

今年の夏頃、「令和の米騒動」と呼ばれる、米の値段の高騰があ

りました。その原因を調べてみると、インバウンドの需要増加や

減反政策、昨年の猛暑、メディアの過剰な報道など、様々な原因

がメディアで挙げられており、何が本当なのかわからなくなりま

した。 

 私たちは、消費者によって、米不足の報道や投稿、米の買い占

め、最終的には製菓会社への誹謗中傷などが起きたことに疑問を持ち、今後 SNS の発達によって、こう

したことがさらに国際的な問題になる可能性があると思いました。そこで、「正しい情報を選択するには

どうしたらよいか」という問いを立てました。 

私たちは、問題が起こる原因は主に２つあると考えました。１つは、憶測や偏見によって、不確定な

情報が発信されることがあることです。もう１つは、曖昧な言葉、広い意味を持つ言葉、定義の定まっ

ていない言葉が使われ、受け手によって受け取る情報が異なることがあることです。そして、そのよう

な情報は、時に人々を衝動的な行動に移すことがあります。その例として人種差別の問題があります。 

 日本では、在日外国人に対するいわれのない差別、誹謗中傷が問題になっています。私たちのチーム

メンバーの地元には、パキスタンから来た同年代の仲間がいました。彼が小学生の頃、物を隠されたり

壊されたり、悪口を浴びせられたことがあり、こうした問題が日本中で起こっています。一言に在日外

国人と言っても、様々な理由で日本に来ている人たちがいます。そのような一人一人を知らずに、在日

外国人に対して偏見を持っている人たちが多くいます。チームメンバーも、最初は「彼」に対して悪い

イメージを持っていましたが、彼と関わり、知っていくにつれて、それは偏見だったことに気づき、過

去の考えを後悔しています。だから、偏見にとらわれず、本当の姿を知り、受け入れることが大切です。 

近年では、アメリカでコロナ禍でのアジア人差別が報道されま

した。これも、間違った情報や偏見によって起きた問題です。 

 私たちが「正しい情報を選択する」ためには、受信する側は、

真実は１つの情報やイメージを信じるのではなく、様々な情報を

集め、周りに流されず、客観的に考えることが大切です。そして、

曖昧な情報や偏見を発信しないようにすることも大切です。つま

り、「一旦立ち止まって、情報を見つめ直しましょう。」 
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【高校生部門】最優秀賞 

目黒商事 三条支店（新潟県立三条商業高等学校） 

「プロジェクト FT ～FT 商品販売拡大に挑戦する高校生達～」 
 

 

私達目黒商事三条支店は、2023 年の秋からフェアトレード商

品を広める活動を始めています。ガーナの子供達がカカオ農園で

働く姿を動画で見て、とても心を痛めました。今、世界中で約１

億 6,000 万人以上の子供達が学校へ行けずに、一日中働いている

という事実も知りました。そこで、そのような状況が少しでも改

善される手助けをしたいと考え、2023 年秋の文化祭で、フェア

トレード製品のカレー粉を使った唐揚げを販売しました。そして、今年度 2024 年は、そのフェアトレー

ド商品の販売をさらに拡大するために、インド産フェアトレードの砂糖を使った商品を販売しました。

砂糖はいろいろな食品に使われているので、商品の種類も増やせて、販売を広げられると考えました。 

 地元の専門店にフェアトレードの砂糖を使ったシフォンケーキ、チョコレートケーキ、クッキー、マ

ドレーヌ、アイスクリームの製造をお願いしました。今年度は、文化祭の他にも、校内での販売を行っ

たり、地元イベントである三条マルシェや燕三条 DAY にも参加したりして、より多くの生徒や地域の方

達にもフェアトレード商品を知ってもらう努力をしました。しかし、日本ではフェアトレード商品は、

まだよく知られていません。さらに、値段も高いために、お客さんになかなか買っていただけませんで

した。しかし、フェアトレードの背景にある児童労働やその仕組みについてお客さんに丁寧に説明する

ことで、理解いただき、だんだんと商品を買っていただけるようになってきました。 

また、三条商業高校では２年前から韓国の高校生とオンライン交流を行っています。韓国の高校生達

にも、フェアトレードの輪を広げたいと考え、私達の活動を紹介し、働きかけることもしました。 

 私達がこの三条商業高校を卒業した後に、社会人としてどのように活躍したいかを考えてみました。

たとえば、ある人は、スーパーマーケットの店長になり、フェアトレード商品の売り場を設置し、地域

に広げているかもしれません。私達が商業高校で身につけた知識

や技術と、このフェアトレード活動を通しての貴重な経験を社会

の中で活かせるような人になっていたいと思います。そして、数

十年後の将来には、公平な世界貿易が当たり前になり、フェアト

レード認証マークが必要とされずに姿を消し、世界中のすべての

子供達が学校へ通い、十分な教育を受けられる世の中になってい

ることを願っています。 
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【高校生部門】優秀賞 

GLOCAL 部（新潟県立燕中等教育学校） 

「プラスチックは＋（プラス）チック？」 
 

 

プラスチックが紫外線による劣化や波の作用によって破砕され、小さく

なったものをマイクロプラスチックと呼びます。これは回収が不可能で、

一度海へ出てしまうと、魚が餌と間違えて食べてしまいます。その結果、

体の中に蓄積し、食物連鎖によって私たちの身体にも影響を及ぼします。

マイクロプラスチックよりも小さいものをナノプラスチックと呼び、近年、

環境中に広く拡散され、小さいがために体内に取り込まれやすく、生物への影響が強いとされます。ある研究によ

り、国内の複数の人から採取された血液にナノプラスチックが含まれていることが 2024 年に明らかになりました。

このうちの一人を詳しく調べると、血液や肝臓などからプラスチックに添加する有機化学物質が見つかりました。 

プラスチックゴミ問題を解決する方法を調べていた時、生分解性プラスチックの存在を知りました。これは微生

物の働きによって、水と二酸化炭素に分解され、自然に還る性質があります。私たちの題名である「プラスチック

は＋チック？」の“＋”には、環境にプラス(良い)という意味が込めています。私たちは生分解性プラスチックを

調べる中で、カゼインプラスチックの存在を見つけました。カゼインプラスチックとは、牛乳とお酢から作られる、

牛乳に含まれるタンパク質であるカゼインを主成分とした生分解性プラスチックです。 

このプラスチックは簡単に作れるということを知ったので、実際に作って、土に入れる実験をしました。その結

果、約２か月で土に還りました。もし微生物がこの結果に影響しているのなら、水の中にいる微生物もプラスチッ

クを分解するのではないかと考えました。次に、確実に微生物がいる環境を作るため、バクテリアを加えた溶液と

微生物のいないミネラルウォーターを用いて実験を行いました。二種類の水に入れたカゼインプラスチックはどち

らも柔らかくなり、バクテリア入りのほうが約１週間早く形がなくなりました。このことから、バクテリアがプラ

スチックの分解を早めるのではないかと考えました。生分解性プラスチックのメリットは、微生物の働きによって

分解されるので、焼却の必要がなく、二酸化炭素の排出量が減ることです。 

私たちが提案したいことは、石油からできるプラスチック製品を生分解

性プラスチックの製品に置き換えることです。また、世界共通の目標を早

急に決め、石油製プラスチック生産量の削減または廃止を実行するべきだ

と思います。 
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【高校生部門】優秀賞 

Teny（（独）国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校） 

「言語ではなく、世界標準という言葉で」 
 

 

私たちは「言語」と「言葉」の違いに着目し、国際理

解の本質を考察しました。そもそも国際理解とは「世界

の人々が国を超えて理解し合い協力し、世界平和を実現

すること」と 1974 年のユネスコ総会で定義されていま

す。では、国の違いを超えて異なる言葉を話すには、ど

のように理解し合えばよいのでしょうか。 

まず、「外国人＝英語」という誤った認識について考

えました。外国人だからといって必ずしも英語が話せるわけではありません。実際、国際語は世界

で約 800 種類もあり、例えばエスペラントのように普及していない言語も多くあります。異なる言

語背景を持つ人々とのコミュニケーションにおいて、言語の壁を乗り越える方法を模索する必要が

あります。 

そこで私たちは、「言語」ではなく「言葉」に注目しました。「言語」とは日本語・英語・マダガ

スカル語のような複雑な規則に基づいた表現であるのに対し、「言葉」とは思いや考えを表現するも

のと定義しました。「言葉」には、世界共通で理解できる世界標準が存在します。例えば、SI単位系・

ユニバーサルデザイン・音楽・スポーツ・地図などです。 

実際、私たちのメンバーの体験からも、多様なコミュニケーション方法の重要性が見えてきまし

た。留学生との交流では英語が必須だと思っていたところ、日本語を理解してくれる留学生が多く

いたことから「知ろうとする気持ち」の大切さを学びました。また、専門的な内容を伝える際には、

数式や図を駆使することで言語の壁を越えられること

も分かりました。 

国際理解はお互いを知ることから始まります。言語

に縛られず、誰にでも分かる世界標準という「言葉」

でコミュニケーションを取ることで、真の国際理解が

実現できるのではないでしょうか。 
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【高校生部門】審査員奨励賞 

BLACK PINK (上越高等学校)  

「respect black culture」 
 

 

いきなりですが、みなさんは黒人文化であるコーンロウ

という髪型を知っていますか？ 

多くの人は、このコーンロウという髪型を知らないと思い

ます。ファッションとして楽しんでいる反面、実はコーン

ロウには黒人文化と深い繋がりがあるのです。 

コーンロウにはさまざまなデザインがあります。このさ

まざまなデザインが、実は黒人が奴隷時代に白人の強制労

働から逃げるために使われたのです。当時は、私達が当たり前に使っている紙やペンを持っておらず、

逃げ道の方向や経路を示すために髪型を使って表したのです。コーンロウとは、奴隷の人々が逃げ道を

示すために使われた手段であり、いわばマップです。ただの髪型に見えるかもしれませんが、奴隷たち

の唯一の希望でもありました。まさか、こんな深い意味があると思いもしませんでした。ちゃんと自分

の目で確かめ、調べることが大切だと気づきました！ 

しかし、世の中にはコーンロウの意味を知らないで差別する人がいます。そこで私たちは差別の定義

を考えました。内閣府ホームページによると、「自分では選択できない事実に対して不当な待遇を受ける

こと」と定義づけられています。それでは、なぜ差別が起こるのでしょうか？プレゼンを通して私たち

は、「知らないもの、違うものを怖いと思う心理が差別につながる」と考えました。 

では、差別をなくすためには、どうすれば良いのでしょうか？私たちは、クラスメイトたちにインタ

ビューをしてみました。 インタビューをした生徒からは、偏見をなくすこと、相手を知ること、彼らの

歴史を含めて理解することなどの意見が出ました。 

ここから私たちはこのように意見をまとめました。「アフリカはかつて、暗黒大陸と呼ばれており、世

界からあまり良く知られておらず、それが偏見や差別を生み出してきました。だからこそ、私たちが黒

人文化を正しく知り、黒人に対する偏見をなくすことで、差別

の防止につながります。」 

最後にプレゼンを通して言いたいことがあります。 耳に入

れた情報を鵜呑みにせず、ちゃんと自分の目で確かめ、調べる

必要があります。みんな違って当たり前なのです。 

By respecting all racial norms, please stop being 

judgmental each other.  
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Global Blossoms 

「Shine Bright, Bloom Proud 〜輝きを纏い、咲き誇る〜」 
 

 

「今の時代、ほらあれ、“多様性”だから。」 

最近、多様性という言葉をよく耳にしますが、皆さんは多様

性と聞いてどんなイメージを持ちますか？ 

多様性のイメージについてアンケートを取ったところ、「自由

に生きられる」「生きやすい社会」とポジティブに考える人もい

れば、「多様性だから」となんでも受け入れなければいけない窮

屈なもの、気持ち悪いと感じている人、多様性という言葉が魔

法の言葉のように使われ、妥協しているだけだと定義する人など、ネガティブなイメージを持っている

人がいることも知りました。 

「本当の多様性」は窮屈なものでしょうか。「そんな苦しいものではないはずだ。」とこのチームが立

ち上がりました。私たちは学校も年齢も異なりますが、それぞれが留学経験を持ち、多様性が実現され

ている環境で幸せを感じた共通の経験があります。そんな経験から多様性が当たり前になればみんな違

っていて当然になり、それぞれが幸せになれると考えるようになりました。 

私たち global blossoms は、妥協ではなく幸せのための“ミッとめる多様性”を提案します。これは、

自分と違う意見を持った人と出くわした時に「受け入れる」のではなく「認める」をしていこうという

提案です。相手の意見をただ飲み込み、相手に合わせて自分が同化する状態、「受け入れる」のではなく、

ただ、相手の意見と自分の意見をそれぞれ別のものとして大切にすること「認める」ことです。「同じ」

になるのではなく、お互いの違いを認めたうえで輝きを讃えあう。そんな環境を多様性として実現した

いです。 

そのための第一歩は自分を大切することです。あの子にも素敵なところがあるように自分の中にも素

敵な個性、多様性が広がっています。まず自分を理解しようと向き合い、抱きしめてあげる事で、自然

と他の人に対しても個性をその人らしさとして認める事ができるのではないでしょうか。個性を普通か

普通でないかで判断し「普通でない」をむりやり理解するのが多様性なのではなく、普通など無く、そ

れぞれが輝く可能性をもち、尊重されるのが本当の多様性

なのではないでしょうか。 

Shine bright bloom proud～輝きを纏い、咲き誇る～ あ

なたがあなたらしく生きることができる社会を、ミッとめ

る多様性は実現していきます。メンバーの１人がニュージ

ーランドに留学するなど、それぞれ新しいステージに進ん

でいますが、可能性や幸せがもっともっと広がる多様性社

会を私たちは作っていきます。  
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タンフル４号（（独）国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校） 

「あなたのしあわせ、私のしあわせ」 
 

 

私たちは「幸せ」について考えました。ある日の授業

で題材となった、幸福度を表す数値である GNH の世界ラ

ンキングから、フィンランド、タイ、日本の３つの国の

歴史や国民性、そこから考えられる幸せの違いについて

様々な意見を出し合いました。 

フィンランドでは独立心や、平等性を重んじる心、

「SISU」という不屈の精神がありました。タイは「微笑

みの国」の名を持つほどに笑顔あふれる国であり、大丈夫の意味をもつ「マイペンライ」の精神が

挙げられました。日本は「和のこころ」を持っており、秩序・思いやりを重んじていることが調べ

られました。その中で分かったことは、どの国も昔からさまざまな困難を超えて今の国の幸せを育

み続けているということでした。 

しかし GNH の数値を見たときに１つの疑問がありました。それは「数値が低かった私たちの国、

私たち自身は幸せとは言えないのか」というものです。そこで私たち自身の幸せについて考えを広

げてみました。４人の幸せは「推しを見ているとき」「自然の中にいるとき」「バレーボールをして

いるとき」「ロマンチック小説を読んでいるとき」など各々が独自の幸せを持っていました。GNH の

数値に関わらず、全員が違う形の幸せを持っています。つまり、約 80億人の世界の人々の幸せは一

致するはずがないのです。 

これらを通して、私たちは「幸せは比べるものではない。みんなの幸せを大切に生きよう！」と

いうメッセージを伝えたいです。 
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北越高校 English Club（北越高等学校） 

「『好きです！付き合ってください！』これって、日本だけ？」 

 
 

「好きです！付き合ってください！」日本で、告白する際

に決まり文句となっているこのセリフが、他の国でも同じよ

うに使われているのかどうか気になり、今回のテーマとする

ことにしました。 

まず、私たちは高校の ALT の先生と留学生にインタビュー

してみることにしました。アメリカ出身の先生によると、「告

白はなく、まずは映画やディナーに誘ったりして、３ヶ月く

らい過ごすと、自然に付き合っている状態になる。その後にお互いの気持ちを確認することもある。」と

のことでした。また、ラトヴィアからの留学生も、「愛情表現はするけど、日本みたいな告白という方法

はない。デートをしてお互いを知っていき、自然に付き合う人が多い。」とのことでした。 

さらに興味を持った私たちは、大学生にもインタビューしました。開志専門職大学のアメリカ出身の

大学生の方も、「付き合ってください」とは言わずに、とにかくデートに誘ってみてから付き合う、とい

う流れでした。一方、インドネシアの留学生によると、多くの人がイスラム教徒のため、日本の告白に

似た形をとった上で、結婚を前提に付き合うとのことでした。また、マレーシア出身の留学生も、宗教

上の理由から、「付き合う」というよりも結婚するかしないかで考えるとのことでした。 

「デートが先か、『付き合う』が先か」について、私たちが通っている北越高校の１～３年生にアンケ

ートを取ったところ、約４分の３の生徒が「デートが先」と回答し、日本も変化してきているように感

じました。一方で、告白自体は存在し、日本特有のもののようでした。平安時代には和歌を贈るという

形での「告白」が行われていたこともあり、告白が日本特有のものに感じられてきました。 

ロシア生まれ日本育ちの小原ブラスさんはこの告白文化について、「普段からハッキリとしたことを言

わないからこそ、この関係を続けるのかどうか YES・NO が言える場が必要なのだと思う。日本人は普段

から相手を思いやるが故に曖昧な表現をしたり、物事をハッキリさせたりしないことも多いが、お互い

にとってそれが良くないと分かったときは、欧米人以上に白黒

ハッキリとさせているように感じる。これは日本人の優しさか

もしれない。」と述べています。メンバーの中でも、それに対

する賛否両論があり、日本の文化的特質について深めることが

できました。 

 このように、恋愛という高校生にとって身近な話題から始ま

る国際理解、日本理解を継続していきたいと思います。 
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チーム PPL（帝京長岡高等学校） 

「ジェンダー Real」 
 

 

「女だから」という理由で給料を男性より低くされ、「男だか

ら」という理由で育休を取れなかったらどう思いますか？これら

の問題をジェンダー問題といい、今の日本ではこういったことが

まだ見受けられます。今回はそんなジェンダー問題について触れ

ていこうと思います。 

「ジェンダーギャップ指数(GGI)」とは、男女差別がどれくら

い少ないかを示す数値です。これは４つの分野に分かれており、今の日本は 146 ヵ国中、経済と政治の

分野においては残念な結果になっています。日本では労働基準法で性別により給与額を変えてはいけな

いと定められていますが、現状、女性の給料は男性より 15％ほど低くなっています。これは出産・育児

などを理由に退職する人がおり、平均勤続年数が少ないからです。 

では、世界の国々ではこの問題に対してどのような政策をとっているのでしょうか。GGIで総合ランキ

ング世界 1 位のアイスランドでは日本より厳しく、違反者を取り締まる「男女同一賃金証明法」があり

ます。これは、給料格差があればその企業に罰金が課せられるというものです。しかし、この法律は証

明責任が無かったため、格差は残っていました。そんな中、「女性の休日」とよばれる女性たちのストラ

イキがおこり、男性たちは女性の存在の大切さを実感し、女性の立場向上に向けた取り組みを国単位で

行うようになりました。 

次は育休についてです。日本では、最近ようやく男性の育休取得率が上がってきましたが、まだ男性

が育休を取ることに対して偏見が残っており、育休を取得しても家事や育児をしない男性が多くいます。

この問題に対し、アイスランドでは近年育児休業法が改正され、母親と父親が６ヶ月ずつ育休を取得で

きることに加えて、夫婦のどちらかが取得しても良い３ヶ月が追加で認められるようになり、性別的役

割分業意識が解消されるキッカケになりました。また、育休中は給料の８割が政府から支給されるよう

になったことで、育休を取らせる企業側の負担が軽減し、育休取得に対するマイナスな考えも減りまし

た。 

私達は、今回調べたことに対してどうしたら日本は変われるかを話し合いました。まず個人でできる

こと、それはやはり、偏見を無くすことが１番大切だと思いませ

んか？そこで、私たちは、給料格差解消・育休取得が推奨される

ことを目標とした CM を作りました。クラウドファンディングを利

用してこの CM を流し、広い世代に興味を持ってもらいたいです。

また、このことを身近な人に広めてください！日本だけでなく、

世界のジェンダー問題を０にしましょう！ 
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水先案内団（新潟明訓高等学校） 

「世界が危ない ～海洋ごみ問題から考える国際協力の必要性～」 
 

 

私たちは、海洋ごみ問題について真剣に考え、具体的にど

ういったアクションを起こせるかを議論しました。 

まず、海洋ごみ問題の現状について調べました。海洋に漂

うゴミ、特にプラスチックごみが世界規模で深刻な問題を引

き起こしていることを知りました。プラスチックごみは自然

分解されず、長期間環境に残り続け、多くの海の生き物がそ

れらを食べて命を落としています。さらに、プラスチックが

細かくなって「マイクロプラスチック」となり、それを摂取した魚を人間が食べることで、私たち自身

にも影響を及ぼす可能性があることがわかりました。 

次に、私たちはスポゴミ甲子園というイベントに参加しました。スポゴミとは、ゴミ拾いを競技とし

て行うイベントで、楽しみながら環境保護に取組める点が魅力的でした。この活動を通して、ゴミ拾い

が一種のスポーツとなり、環境保護の意識を高めるきっかけになると感じました。 

このようなイベントを通して私たちが興味を持ったのは「スマイルストーリー」という団体の活動で

す。この団体は地域のごみ拾いイベントの開催やこども食堂の運営を行っており、インタビューを通し

て、地域の問題解決のためにできることを少しずつでも実行していくことの重要性を再認識しました。 

また、個人のアクションの重要性についても話し合いました。小さな取組みでも、それが広がり国際

的な活動になれば、大きな変化を生み出す可能性があると考えました。そのような取組みとして、私た

ちは学校の図書館に海洋ごみに関する展示コーナーを作り、他の生徒にも問題の深刻さを伝えようと考

えました。それを見た生徒からは、「自分にもできることを考えて実行しようと思った」と言われ、意識

が広がる瞬間を感じました。 

最後に、私たちは、個人のアクションが国際的な協力を生

み、最終的に海洋ごみ問題が解決すると思います。小さな取

組みでも世界中に広まれば大きな力になり、地球を守れると

信じています。この活動を通して、一人ひとりが海洋ごみ問

題への意識を高め、行動につなげていく重要性を強く感じま

した。これからも海洋ごみ問題解決のため、私たち一人ひと

りにできることを続けていこうと決意しました。 
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ひじきに夢中（新潟県立柏崎翔洋中等教育学校） 

「What's the solution? ～平等を探す旅～」 
 

 

私たちはいつまでも解決しない地球温暖化を問題視し、平等と

いう観点から解決案を作成しました。 

 まず、世界の現状です。アメリカ、フランス、アルジェリア、

中国、日本の「一人当たりの GDP」、「GDP100 万ドルあたりの CO2

排出量」を見比べると、アルジェリアと中国はアメリカ、フラン

ス、日本などの先進国と比べて GDP100 万ドルあたりの CO2 排出量

の値が大きくなっていることがわかり、生産効率が悪いことが推察できます。そのような事態が起きる

原因として、開発途上国と新興国が発展の権利（どんな人でも発展でき、その利益を得ることを認める

権利）を唱えていることが挙げられます。一方で、先進国はこれまで大量の CO2 を排出しながら発展し

てきました。このまま発展の権利を容認し、今までの発展の方法を続けていくと、地球の未来は危ない

と思いませんか？ 

 では、今の先進国はどのような対策をしてきたのでしょうか。地球温暖化が国際的な問題になった 1985

年から実行されてきた世界規模の GHG※削減目標は、徐々に先進国のみの目標から全ての国での目標に変

化していきました。現在はパリ協定という枠組みに基づいた排出量取引という考えにそって、世界中で

協力して GHG の排出量削減に取り組んでいます。ところが、GHGは依然増え続けており、パリ協定にも問

題があることがわかります。 

 そこで、私たちは新たな枠組み「ひじき協定」を作りました。この協定の特徴は、１.排出量取引の継

続的な使用、２.ベンチマーク方式の採用、３.加盟国へのメリットの追加です。   

ベンチマーク方式とは「生産量当たりの GHG の排出量」という基準を設け、各事業者の排出量を決定

し割り当てるといった考え方です。欠点としては、国の生産量全てを把握するのは困難であることが挙

げられます。そこで、「ひじき協定」は「人口あたりの GHG」を基準にすることで、確実に排出量を減ら

すことを目指します。そして、加盟国へのメリットとして地球

温暖化の教育機会を設けます。ひじき協定は、先進国と開発途

上国に利益の差を埋めるためのものです。全ての国が同じステ

ージに立つことで地球温暖化の解決に向かっていけるでしょう。 

 地球の現状を知る人が増えて、一人一人が行動することで、

「ひじき協定」は実現することができます。私たちと一緒に未

来を変えていきませんか？  

 
※温室効果ガス 
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シンガプラ（新潟県立新津高等学校） 

「８分で伝えたい！日本のこれから」 
 

 

私たちは、今年の３月にマレーシアとシンガポールに海外

研修に行ってきました。シンガポールとマレーシアに行って学

んだことは、「宗教、文化、価値観、生活習慣の違う人同士で

もお互いを認め合っている」ということです。 

近年、日本では外国人の店員さんを見かけることが多くなり

ました。来日する外国の人が増えており、日常の様々な場面で

日本のグローバル化を感じます。観光庁の来日外国人観光客の

数や日本で働く外国人の数は年々増加傾向にあります。日本に外国人がたくさん集まってきているとい

うことは、自分が今まで出会ったことのない考えを持つ人と関わる機会が増えるということなのです。 

私たちが伝えたいことは、「これからの日本のために、日本の伝統的な文化を継承しつつ、外国の文化

も受け入れていくことが重要である」ということです。日本古来と言われている文化のそもそもの起源

は日本にあるもの、日本にしかないものなのでしょうか。最近は変わってきていると言われていますが、

中国では食べ物を食べきれないほど多く出すことが、おもてなしとされてきました。天ぷらはポルトガ

ルのテンポーラという食べ物に由来があり、安土桃山時代に日本に伝わり、日本の伝統食となりました。

そして、私たちが普段使っているひらがなやカタカナは中国から入ってきた漢字からできました。 

このように、古来、日本は外国の文化を取り入れて噛み砕き、日本の文化としてきたのです。私たち

は先人が行なってきたように外国の文化を噛み砕いて日本の形に合わせていくだけで良いのです。私た

ちは、多民族国家から、様々な宗教観や価値観を持った人たちと共生して行くために、外国の文化を拒

否せず受け入れて行くということが大切だと学びました。さらに亀田製菓の CEO でありインド出身のジ

ュネジャさんが「日本は柔軟性を持って海外から人材を受け入れることが重要になる」とおっしゃって

いる記事を読みました。天ぷらや言語の例で見てきたように、今までの日本人も入ってきた外国の文化

を噛み砕いて日本の文化として発展させてきました。 

グローバル化が進む現代社会でも、この姿勢が極めて重要だと

私たちは考えます。私たちが考える日本らしさは、入ってくる文

化にも寛容でありながら、それを自分たちに合わせた形に変え続

けることです。日本は外国の文化を柔軟に受け入れた上で、日本

の新しい文化として発展させていくべきです。 
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台湾行こう^ｖ^の会（新潟県立糸魚川高等学校） 

「SDGs ～世界の どこでも グッドな 水道水を～」 
 

 

私たち「台湾行こう^ｖ^の会」は、日本と世界の水につい

て演劇形式で発表を行いました。水について調べるきっかけ

となったのは、私たちが普段飲む水道水と飲料水では、味に

若干の違いがあると感じ、その違いは何が原因であるか気に

なったからです。 

最初は日本の水、特に地元糸魚川の水はどんなものである

かを調べていきました。そして糸魚川市の水道水は、日本で

は珍しい硬度の高い硬水が流れていることを突き止めました。この水の硬度が、水の味の違いを生み出

している原因の一つだと考えた私たちは、硬水と軟水どちらも飲んだことのある人にインタビューをす

ることにしました。私たちがインタビューを行ったのは、カナダ出身の ALT フリーゼン先生です。カナ

ダでは主に軟水が主流とされていて、水道水のまま飲むことのできる国の一つです。インタビューによ

ると、先生はカナダと日本の水の違いは料理をしている時などに感じることがあるそうです。 

さらに水の硬度について調べていると、世界には糸魚川市と比べてより硬度の高い地域があることを

知り、世界の水事情についてもっと詳しく知るために、留学生の方が主催するイベントに行き話を聞い

てきました。そこで聞いた話によるとフィリピンの水はシャワーをしただけでお腹をくずすことがあっ

たそうです。ハワイの話では、水道水はそのまま飲むことができず沸騰させないと飲むことができない

ことや下水処理が緩く都心の川は綺麗ではないと聞きました。オーストラリアの水は髪がほどけにくく

なるそうですが、水道水はそのまま飲むことができるらしいです。 

留学生の話から世界と日本の水への常識が異なることを知った私たちは、飲料水も水道水も飲めない

国はあるのかと調べました。そこでユニセフの記事を見つけ、そこには、世界で安全な水を飲めない人

が約６億人にのぼり安全な水を得るためには数キロも歩かないといけないということが記されていまし

た。このような問題を解決するために、世界ではさまざまな取り組みが行われてきています。SDGs の一

環として日本の企業が行った取り組みの１つに、水道管をつな

ぎ、ケニアの水不足を解消したというものがあります。 

こうした大きな取り組みと同じくらい大切なことは、私たち

一人ひとりが水に対する意識を変えていくことです。たとえち

ょっとした節水でも、それを続けていくことが大切です。ぜひ

皆さんも、今日から節水を始めてみませんか。 
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Global Connectors（国際情報高等学校） 

「Let's interact with people around the world!」 
 

 

 世界ではグローバル化が進んでいますが、外国人と交流を

することになんとなく抵抗感を感じている人が多いのではな

いでしょうか？そこで私たちが考えた目標は、「言語や交流の

壁を壊す」です。なぜ私たちはいろいろな国の人と交流した

いと考えているのでしょうか？それは、交流することが国際

理解だと考えるからです。交流することで、価値観の違いを

実感することができたり、新しい発想が生まれ、視野が広が

ったりします。また、外国人と直接会話をすることで、ネットの情報だけでは得られないニュアンスや

文化的背景を感じ取ることができ、相互の文化理解が深まります。 

 しかし、2023 年度法務省の「外国人との共生に関する意識調査」によると、普段の生活で外国人と交

流をする機会のない 18 歳以上の日本人は、なんと 73.5％もいます。多いと思いませんか？理由として、

主に付き合う場や交流するきっかけがないことが挙げられます。そこで、私たちは中高生の頃からいろ

いろな国の人と関われる機会を増やせば、この現状を変えられるのではないかと考えました。 

 そのために行った私たちの活動は、国際大学と連携したイベントです。私たちはこの大学の学生を招

待して、学校の行事である文化部発表会で交流会を開催しました。ここではすごろくをしました。お互

いの事を知れるよう、自分たちで工夫して作りました。このイベントの評価点としては、私達と国際大

学生のお互いが楽しんで活動できたことです。また、一緒に交流をしたことで、それぞれの国について

知ることができました。 

 一方で、イベントを運営するにあたって課題がたくさん見つかりました。１つ目は、英語のハードル

が高いことです。言語の壁を超えやすくするため、世界共通のルールで行えるゲームなどを使い、英語

を使わなくても楽しめる場にしたいと考えます。２つ目は集客です。会話をすることに焦点を当てるの

ではなく、スポーツや料理など多くの人が興味を持てるような内容のイベントにする必要があると考え

ます。３つ目は、継続的なイベントを開催することです。より効果的な交流をするために、月に１回程

度のペースで定期的にイベントを行い、多くの人が交流でき

る場を提供することが必要だと考えます。これらの課題を解

決することで、参加しやすいイベントになり、交流や言語に

対する大きな壁も壊せるのではないでしょうか。 

 最後にまとめです。私たちは何よりもまず、様々な国の人

と関わる場が必要だと考えます。私たちはこれからも多くの

人が異文化に興味を持つきっかけを作っていきます。 
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Sirius（新潟明訓高等学校） 

「文化の架け橋 ～後世へ残すためのアプローチ～」 
 

 

世界にはさまざまな文化が存在します。私たちは、学校のプ

ログラムで外国人留学生と交流し、衰退してしまっている文化

が多くあることを知りました。日本でも伝統工芸品の後継者不

足や工場の廃業など、皆さんも一度は耳にしたことがあるので

はないでしょうか。実際に、経済産業省のデータによると、わ

ずか 22 年で伝統工芸品の生産額は３分の１に減少し、従業員数

も約半数に減っています。このままでは、大切な文化が失われ

てしまう可能性があります。 

私たちは、この現状を問題だと考え、文化を継承するための取り組みに興味を持ちました。そのため

に、地元亀田の伝統工芸品「亀田縞」を製造・販売する中営機業有限会社さんを訪問し、お話を伺いま

した。亀田縞は 300 年前の江戸時代に生まれ、農作業着として活用されていました。一度生産が途絶え

ましたが、「どうしても後世に残したい」という思いで復活し、現在ではデザインを壁紙やコップなどに

応用し、海外ブランドとのコラボレーションも行っています。このように文化の形を現代のニーズに合

わせて変化させることで、多くの人に触れてもらえる機会を作っているそうです。 

私たちもこの取組に感銘を受け、文化を継承するために形を変化させながら伝えることの可能性を感

じました。文化の新しい形を多くの人に知ってもらうためには、広報活動やイベントを通じて文化に興

味を持ってもらう機会を作ることが大切です。そこで、文化について知った人がさらに広めることで、

良いサイクルが生まれるのではないかと考えました。 

私たちはまず、地元の伝統文化を知ってもらうためのポスターやチラシを作成し、校内に掲示しまし

た。また、アメリカ文化を学ぶクイズ大会に参加し、他校の高校生や留学生と交流することで、文化に

対する新しい視点を得ました。そして、これらの活動を通して得た知識や考えをプレゼンテーションで

発信しています。 

文化の継承は簡単には進みませんが、世界中の人々が

地道に発信・受信を続けることで、より良い形で文化を

後世に残していくことができると信じています。先人た

ちが文化を受け継いできたように、今度は私たちがその

役割を担っていきましょう。私たち自身が、文化を未来

へつなぐ架け橋となるべきです。 
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MONG PANG（（独）国立高等専門学校機構長岡工業高等専門学校） 

「ハラールを知ってみんなで腹いっぱい」 
 

 

チームメンバーのエニーはモンゴルから日本に留学して

様々な国の留学生と仲良くなりました。そこで一緒にご飯

を食べに行くことになったのですが、一緒にご飯を食べる

ことができるお店が全然ありませんでした。その理由は、

友達がイスラム教を信仰しており、「ハラール食」を必要と

していたからです。 

ハラール食とは、イスラム教の教えで不浄とされている

豚肉やアルコール飲料、適切な屠殺処理をされていない牛肉、鶏肉以外の食べることが許されているも

のを指します。よって、先述した禁止された食品を使用している食べ物を食べられないため、食事がで

きるお店が限られます。この様にハラール食を求めている人はいるのに、ハラール食に対応したお店は

長岡市には少なく見つけにくいです。なおかつ、新潟県ではここ数年外国人の人口が増えていることか

ら、イスラム教徒も増えているのではないかと推測でき、ハラール食を必要としている人も世の中にた

くさんいるのではないかと思います。 

そこで、私たち MONG PANG は、一緒にハラール食を食べたい友達をはじめ、ムスリムの方々のために

「オリジナルハラールステッカー」と長岡の飲食店「ハラールマップ」（長岡まちなか委員会様ご協力）

を作成しました。ハラールステッカーをお店に貼っていただくことでハラール食を求めている方々の目

に留まり、ハラール食対応のお店だと判断してもらえるのではないかと考えたからです。作成したステ

ッカーは、実際にインド料理ニサンアクロスプラザ店様に貼っていただいております。ぜひ、立ち寄っ

てみてください！そして、ハラールマップは、私たちが作成したサイトを開くと長岡市内のハラール対

応店が一目で分かる仕様になっています。これを使用してもらうことでハラール対応のお店を探す手間

が省けるため、円滑に一緒にご飯を食べやすくなるのではないかと考えました。実際、「これらのプロダ

クトがあればムスリムの友人とご飯に行きやすくなり便

利になるか。」と質問をしたところ、「はい」という回答を

ほぼ 100%得ることができました。 

 以上のことから、私たちはより多くの人々に宗教や食文

化の違いを知ってほしいと思っています。そして、いろん

な人たちと同じ食卓を常に囲める「ハラールを知って腹い

っぱい」な世界が実現できたら最高だと思います！ 
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Beyond the Sky(新潟市立万代高校) 

「Minorities in Japan」 

 

 

私たちは、日本社会における少数派市民という点で、国際

結婚の家族について発表しました。きっかけは、７月に学校

が聞いた講演でした。講演は、新潟国際情報大学のシンシア・

スミス先生による、ご自身の国際結婚の経験や周囲の状況に

関するものでした。私たち万代高校の英語理数科の仲間にも、

国際結婚家庭の友達がいます。彼女にも自分の経験を伝えて

もらうことにしました。 

 まず、みなさんが国際結婚の家庭にどのくらい理解があるかということで、クイズを考えました。そ

の結果わかったことは、日本と世界を取り巻く状況に応じて国際結婚のパターンが左右されるというこ

とです。1997 年と 2021 年の総務省統計局国勢調査によると、1996 年には、日本人男性とフィリピン人

女性の組み合わせが多かったのですが、近年は日本人男性と中国人女性の割合が増え、今後も様々なパ

ターンの国際結婚家庭が増えることが予想されます。 

また、国際結婚における利点・欠点についても考えてみました。利点は、自然と２ヵ国、もしくはよ

り多くの文化や風習などを経験できることです。シンシア先生ご自身も、日本では浴衣を着て夏祭りを

楽しみ、秋にはハロウィンをアメリカで楽しむ、そんな中で子育てを行ってきたとおっしゃっていまし

た。また、海外への扉が開かれやすく、容易に海外で進学や就職ができるという点です。 

 欠点として考えられることは、家族が遠く離れていることで双方の国でホームシックになってしまう

ことです。日本にいるときは海外の家族や友人に会えないし、食事やテレビなど慣れた環境を手放すこ

とで海外を恋しく思い、逆に海外にいるときは、日本の家族や環境を恋しく思ってしまいます。このよ

うに、常にどちらかの国を思い、ホームシックのような状態になります。この問題を解決するために、

クラスメイトは SNSやビデオ通話を利用していると教えてくれました。 

 私たちは英語コース所属ということで、全て英語で発表し

ました。発音や原稿を覚えるのに大変なことも多かったです

が、大きなステージで多くの方に見てもらうという貴重な経

験ができ、とても嬉しく思っています。他の学校の発表もど

れも優れていて、学ぶことが多くありました。また、何か機

会があれば参加したいと思いました。 



 

Ⅱ．台湾スタディツアー 
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１． 台湾 スタディツアー 概要 
 

◆日 程 

令和７年３月 20日（木）～令和７年３月 24 日（月） 

◆参加者：計 14 名 ※学年は令和７年３月現在 

 【中学生部門 最優秀チーム】 

新潟市立下山中学校「あっぷるポップコーン」 

佐藤 純蓮（２年）、円井 寿珠（２年） 

原 たまき（２年）、福田 万釉（２年） 

山﨑 寛己（教諭） 

 【高校生部門 最優秀チーム】 

新潟県立三条商業高等学校「目黒商事 三条支店」 

江口 菜乃香（２年）落合 航太郎（２年） 

佐藤 楓花（２年）、石 馨宇（２年）、 

鶴巻 凜花（２年） 

目黒 正栄（教諭）、市川 操（教諭） 

 【事務局】（公財）新潟県国際交流協会 

    村山 雅彦（専務理事兼事務局長）、井上 しおん（主事） 
 

◆行程表 
 

  

 日程 場所 交通 時間 内容 

１日目 
 

3/20 
（木） 

 

新潟駅 
燕三条駅 
東京駅 

 
成田空港 
桃園空港 

新幹線 
 

特急 
 

飛行機 

朝 
 
 
 

昼 
夕方 

新潟駅南口集合（新潟市立下山中学校） 
 燕三条駅集合（新潟県立三条商業高等学校） 
各駅に集合後、JR にて成田空港へ 
 
スターラックス航空にて台北へ 
到着後、現地係員と合流 

＜桃園 泊＞ 

２日目 
 

3/21 
（金） 

 
 

高鐵桃園駅 
嘉義駅 

 
嘉義 

 

列車 
 専用車 

 
 
 

 
午前 

 
 

午後 

台湾新幹線にて嘉義へ 
 
烏山頭風景区視察（烏山頭ダム等） 

 
嘉義県立永慶高級中学訪問 学校交流 

＜嘉義 泊＞ 

３日目 
 

3/22 
（土） 

嘉義 
 

台中 
 

高鐵台中駅 
台北駅 

専用車 
 

 列車 
 
 

 専用車 

 
午前 

 
 

午後 
 

 
台中市内視察 

 
台北市内視察 

（中正紀念堂、故宮博物院等） 
＜台北 泊＞ 

４日目 
 

3/23 
(日) 

 
台北郊外 

 

 
 専用車 

 

 
終日 

 

 
 
台北郊外視察 
 

        ＜台北 泊＞ 

５日目 
 

3/24 
(月) 

台北 
桃園空港 

 
成田空港 
東京駅 

燕三条駅 
新潟駅 

専用車 
飛行機 

 
特急 

 
新幹線 

朝 
 
 

昼 
 
 

夜 

桃園空港へ 
スターラックス航空にて成田空港へ 
 
 
到着後、JR にて新潟へ 
到着～解散 
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◆主な研修地   

 

烏山頭ダム 

 台南市官田、大内、六甲及び東山の間に位置するシラヤ

国家風景地区の一つ。1920 年から 1930 年まで 10年の歳月

を経て竣工された、嘉南平野の農業灌漑を主目的としたダ

ム。上空からは珊瑚のように見えることから、「珊瑚潭」

と呼ばれることもある。建設を監督した日本人技師八田與

一氏の名に因み、「八田ダム」の名でも知られる。農地面

積９万ヘクタールの嘉南平野は、このダムの建設による灌

漑で台湾最大の穀倉地帯となった。八田與一氏は 56 歳で

亡くなるまで台湾に大きな貢献を果たし、日台友好の象徴

となっている。 

 

嘉義県立永慶高級中学 

台湾南部の嘉義県にある 2009 年に創立された中高一貫

校で、IT 教育や、国際的視野を拓くために英語教育に力を

入れている。オンライン交流、日本への教育旅行などの国

際交流イベントも頻繁に行っている。 

 

 

 

故宮博物院 

 ルーヴル美術館、メトロポリタン美術館、エルミタージュ

美術館と並び称される、世界一の中国美術工芸品の宝庫。代

表的な所蔵品として「翠玉白菜」や「肉形石」などが有名。 

 

 

 

野柳地質公園 

 台湾北海岸に 1,700 メートルにわたって細長く突出した岬。公園で 

は、一千万年に及ぶ旺盛な地殻運動、海蝕・風蝕の影響を受けて様々 

な形となった奇岩の数々を見ることができ、北部台湾を代表する景勝 

地。女王頭（クイーンズヘッド）、キャンドル岩、仙女のサンダル岩 

などのユニークな奇岩群が立ち並ぶ。これらの形態は完成形ではなく、 

現在も変化を続ける形成の過程であることが感じられる。 
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２．研修日程について  
３月 20 日（木） 

・新潟駅と燕三条駅に集合後、東京駅へ出発した。 

・東京駅到着後、成田エクスプレスで成田空港へ移

動し、スターラックス航空で台湾へ出発した。 

・台湾桃園国際空港到着。日本との時差はマイナス

１時間。到着ロビーで現地ガイドと合流後、専用車

で空港近隣のホテルへ向かった。 

 

                             

３月 21 日（金） 

・ホテルで朝食後、専用車で桃園駅へ向かった。桃園駅から台湾高速鉄道に乗車し、台湾中部に位

置する嘉義駅へ。日本の新幹線技術が導入されており、日本と変わらず、快適な乗り心地だった。

桃園駅から嘉義駅は約１時間で到着した。 

・嘉義駅に到着し、専用車にて嘉南平野東方の山地に

ある烏山頭ダム（通称八田ダム）へ向かった。このダ

ムは、日本統治時代、台湾総督府から派遣された日本

人土木技師 八田與一氏により建設され、当時不毛の大

地だった嘉南平原を台湾最大の穀倉地に変えた。八田

技師は大学卒業後台湾へ渡り、台湾の水利建設に人生

を捧げた。その多大なる貢献により「嘉南大圳の父」

として尊敬されている。 
・烏山頭ダム到着。現地ではダムの概要を紹介する日

本語版の動画を視聴し、管理事務所の毛所長より直々

に八田技師の功績等について話を聞くことができた。

また、烏山頭風景区内の諸施設を案内してもらった。移動中の車窓からは八田技師が作った水路等

が見え、今の台湾の景色や生活につながる八田技師の功績を感じることができた。 
広大な敷地内には、八田技師の記念館のほか、４棟の歴史的建築物が復元されており、ダム建設当

時の八田技師や工事関係者の宿舎がありのままに再現されている。 
・昼食後、専用車で嘉義県立永慶高級中学へ。道中

の車内では、ガイドから中国語による挨拶や自己紹

介等を教わり、各自が交流にむけて話すこと等を準

備していた。 
・到着すると、生徒約 37 名と学校長を含めた先生

方が盛大に出迎えてくれ、学校内で歓迎式が行われ

た。歓迎会後には、昼食を一緒に食べながら、ゆる

やかに生徒同士の交流がスタートした。食べながら

英語で交流しなければならない状況であったため、

日本人の生徒達は、最初は緊張していたものの、永
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慶高級中学の生徒が積極的にコミュニケーションを取ってくれたおかげで徐々に会話が弾むように

なっていた。 
昼食後にはもみ殻絵作りを行い、永慶高級中学の生徒にレクチャーを受けながら更に交流が深まっ

たようだ。その後は自由に交流する時間となり、グループに分かれ廊下でダンスを踊ったり、写真

を撮ったりし、その頃になると緊張感は全くなくなっていた。帰り際には互いの連絡先を交換し、

別れを惜しむ姿が見られた。 

 

３月 22 日（土） 

・ホテルで朝食後、嘉義から台中へ専用車で移動。統治時代の建造

物である台中駅旧駅舎や宮原眼科を訪れた。 

・台湾高速鉄道で台北へ移動後、中正紀念堂を視察した。日本統治

後に台湾を統治し、1975 年に亡くなった蒋介石総統を記念して 1980

年に建てられた建築物であり、衛兵が交代する儀式を見学すること

ができた。 

・その後は、歴代の中華王朝が集めてきた美術品を主な展示品とす

る、世界的にも有名な博物館である故宮博物院を見学した。４階建

ての本館の１階から３階までが展示

スペースとなっており、古代の青銅器

や玉器、各時代の書画、陶磁器、文房

具、書物などの名品が、いくつかの展

示室に分けて並べられている。ガイド

の音声ガイドのもと、主要なポイントを周り、歴史や文化について理

解を深めることができた。生徒たちは、明代から清代にかけて発展し

た象牙や犀の角の彫刻、宋代に完成期を迎えた優美な白磁、青磁に目

を奪われていたようだ。 

・夕食前に、道教・仏教・儒教の三教を習合した民間信仰の宗教施設

である行天宮を訪れた。お祈りの方法等を教わり、各自で実践した。 

 

３月 23 日（日） 

・専用車で台北郊外へ向かい、まず十分老街を訪れた。

赤い灯籠に筆で願い事を書いて空に飛ばす「天燈上げ」

を体験した。 

・その後はかつて金鉱で栄えていた九份老街に向かった。

「黄金山城」とも呼ばれ集落が栄えた名残をとどめてい

る。 

・自然の風化や海岸の波による侵食でできた奇岩群が集

まる野柳風景特定区へ向かう。浸食を繰り返した岩が女

王の頭の形にみえることから「女王頭(クイーンズヘッ

ド)」や「キノコ岩」等、様々な形に変化した奇岩を見    

ることができた。 
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３月 24 日（月） 

・専用車にて桃園空港へ移動。 

・スターラックス航空で台湾桃園国際空港を出発し、

帰国の途に就く。５日間ともに過ごしたガイドとも

名残惜しい別れとなった。連日活発な交流があった

生徒たちだっただけに、まだ帰りたくないといった

声があがった。思い出を胸に刻み、それぞれが帰路

に就いた。 

 

 

 

 

３．スタディツアー 参加者レポート 
                                                                ※学年は令和７年３月現在 

 

台湾スタディツアーで学んだこと 

新潟市立下山中学校 ２年 佐藤純蓮 

 

私は今回台湾スタディツアーに参加させていただいて、日本

と台湾の違いや関係性などたくさんのことを学ばせていただき

ました。この文章では書ききれないほどなのですが、特に印象

に残ったことを書きたいと思います。 

まず、台湾についてすぐ、車が右側通行なのと、バイクの量

がとても多くてびっくりしました。歴史で台湾は日本の統治下

にあったと聞いたことがあったのに、なぜ道路は右側通行なの

だろうと思った時、 ガイドの陳さんが「台湾は日本の統治の後

に中国の指導があったため。」だと仰っていました。そしてなん

と台湾のバイクの量は約千四百万台で、人口の二人に一人が持

っている計算になると聞いてとても驚きました。 

二日目には、八田與一さんの記念館へ行って八田さんがどの

ように台湾にダムを作り農業の発展ために尽力され、台湾が経

済成長をしていったのかをガイドさんを通して現地の方から伺ったり、当時の日本人が植えたナンヨウ

ザクラを本州より一足先に拝見したりしました。また、現地の高校におじゃまさせていただいて、英語

でコミュニケーションをとりながら一緒に昼ごはんを食べたり、籾殻をボンドでくっつけて作るアート

などに挑戦したりするなど、とても楽しい活動をさせてもらいました。 

三日目には国立中正紀念堂へ行き、蒋介石さんはマッカーサーさんと仲が良かったということを聞い

てびっくりしたり、国立故宮博物院へ行って、中に文字がびっしりと書かれている青銅器や動物の形を
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した酒器、おおよそ五千年前に作られた玉器、翡翠で作られたとても美しい屏風、親子三代ほどにわた

って作られたとても細かい彫刻が施してある象牙などを見学したりしました。とても歴史が感じられて、

見ていて楽しかったです。 

私は、４泊５日の台湾スタディツアーを体験させていただいて、台湾と日本の文化的違いや、日本が

どのように世界と関係を築いているのかということを学び、自分の視野が以前よりも何倍にも広がりま

した。今後生きていく上では、この貴重な体験を糧として、日本だけではなく世界で活躍できるように

なっていきたいです。 

 

 

世界は思っていたより近かった 

新潟市立下山中学校 ２年 円井寿珠 

 

台湾に到着し、最初に目に付いたのはバスの車窓か

ら見たバイクの通行量の多さです。ガイドさんの説明

によれば台湾の総人口のうち約２人に１人がバイクを

所有しているとのことで、右からも左からも次々に走

り抜けていくさまに呆然と見入ってしまいました。さ

らにたくさんの店が連なる色とりどりの看板やポスタ

ーや説明書き、目に入るもの全てが日本の漢字とも違

う台湾の言葉で溢れ、どこか陽気でパワー漲る雰囲気

に圧倒され、目が離せませんでした。 

そして何より「言語の違い」という点では、二日目

に訪問した嘉義県立永慶高級中学での出来事が強く印象に残っています。この高校は英語教育に力を入

れており、私たちとの会話は英語で行われました。英語が得意でない私は、学生の英語力の高さに大変

驚きました。皆さんが気さくに声をかけてくださったおかげで、話せないなりに単語やジェスチャーで

受け答えをし、短い時間ながらも有意義なひとときを過ごすことができました。しかしそれと同時に、「も

し英語が話せたならさらに色々な会話ができるのに。自分の伝えたいことを伝えられないのはこんなに

もどかしくやるせないのか。」という思いが押し寄せ、これまで英語の勉強を真剣に取り組んでこなかっ

た自分を悔やみました。 

外国語が使えると、自分の思いや考えを伝えられるだけでなく相手や他国を知り、心の内から繋がる

ことのできる欠かせない力なのだということ、そして外国語だけでなく「勉強」とは人生をより良く生

きるためのものであるということを学びました。 

私の中で今までは時差一時間でありながら遠い異国という存在だった台湾。しかし今回このスタディ

ツアーに参加し、直に文化や伝統、生活に触れ、心理的な距離が縮まり自分の一部分になったように思

います。この経験からこれからは世界をもっと身近に感じ、関心を持って色々なことに挑戦していきた

いです。 
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台湾スタディツアーを通して 

新潟市立下山中学校 ２年 原たまき 

 

私は、この４泊５日の台湾スタディツアーでたくさ

んの「はじめて」に触れました。海外の学生との交流、

次から次に出てくるものすごい量の料理、多くのバイ

ク。その中でも特に心に残ったことは、学校交流です。

私は永慶高級中学に向かう車内では不安や緊張があり

ました。しかし、生徒の皆さんは「外国人」である私

たちに気さくに話しかけてくださいました。そのおか

げで、自然と緊張もほぐれ、交流を楽しむことができ

ました。英語でのコミュニケーションは難しく、行き

詰まってしまうこともありましたが、生徒の皆さんは

それでも笑顔で「伝えよう」と向き合ってくださったことが肌で感じられました。日本のこと、さらに

は台湾のことについてもたくさんお話しできて嬉しかったです。この交流を通して、私も永慶高級中学

の生徒の皆さんがしてくれたように、海外の人に対して壁を作らずにコミュニケーションを取れるよう

にする必要があると思いました。そのための第一歩として、多文化共生の学習を続け、生きた英語を使

えるようにしていきたいです。最後になりますが、私にとって台湾で過ごした４泊５日はかけがえのな

い思い出になり、貴重な体験をすることができました。そして今、振り返ると、実際に海外に行ってみ

ないとわからない多くの学びを得られたと実感しています。活動時だけでなく、移動時間もガイドして

くださった陳さん、帰国まで支えてくださった協会の村山さん、井上さんには感謝しています。ありが

とうございました。 

 

 

台湾で学んだこと 

新潟市立下山中学校 ２年 福田万釉 

 

わたしは今回の台湾スタディツアーに参加し、博物館

の見学やランタン飛ばしなどたくさんの貴重な経験をさ

せていただきました。 

その中でも最も強く印象に残っているのは２日目の永慶

高級中学の現地学生との交流です。ここでは現地学生と

楽しく会話をしたり、色のついたもみ殻で絵を描くもみ

殻絵を作ったり、一緒にご飯を食べたりしました。現地

学生の人とは英語で会話をしました。わたしは英語には

自信がありました。なので、英語での会話に心配などせ

ず、とにかく新しい友達ができることが楽しみで仕方が

ありませんでした。ですが、実際に話してみると現地学
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生の英語力ははるかに高く、何を言っているのか理解できないことがほとんどでした。また、聞き取れ

たとしても本当に意味があっているのか自信がなく、答えを返すことができませんでした。そんな中、

現地学生の方々はわたしが意味を理解できないとより簡単なフレーズやジェスチャーを使って教えてく

れました。おかげでわたしは本当に楽しくて最高な時間を過ごせました。交流時間はあっという間に終

わってしまい、一瞬だったように感じました。日本に帰ってきた今でも「また会いたい」と思うことが

よくあります。 

この経験で、普段話す人とは母国語が異なる人だからこその楽しさと自分の英語力の無さを実感しま

した。なので、いつかもっといろんな人と英語ですらすらと喋れるようになるためにこれからは英語を

前よりも多く勉強したり、さまざまな国の文化や生活習慣について知ったりしていきたいと思います。 

最後に、この台湾スタディツアーを計画・運営してくださった新潟県国際交流協会の方々、本当にあ

りがとうございました。 

 

 

日本と台湾とチキンとバナナ 

新潟市立下山中学校 教諭 山﨑寛己 

 

私たち下山中学校が国際理解教育プレゼンテーションコンテストで発表した内容は、多文化共生に関

わって【「区別」と「差別」何がちがう？】を探究的に考えたものです。多文化共生とは、多様性（みな

それぞれ異なるアイデンティティや特性、得意・不得意、習慣などさまざまな違いがあること）を前提

に、「ちがい」をいかに認め、共に生きていくかを考えることです。 

今回のスタディツアーは、今まで行ってきた海外ルーツの当事者との出会いや zoom での講演などでは

なく、実際に外国に飛び込んでみることは、生徒にとって比べ物にならないくらい貴重な経験だったは

ずです。また、ガイドの陳さんの存在や、現地の高等学校との交流などもあり、通常の旅行では決して

味わうことができない、刺激的で充実した時間を過ごすことができたはずです。 

生徒も教員である私自身も１番嬉しかったことが、

現地の学校との交流会です。まず、永慶高級中学の交

流クラブの皆さんのホスピタリティに驚きました。お

互いの共通言語として英語を苦労しながらも使って、

コミュニケーションをする姿にも考えさせられるもの

がありました（現地の生徒の英語運用能力の高さ！）。

日本のアニメの話をしたり、人気の歌手の話題、はた

また恋愛トークに盛り上がったりすることで、国や地

域を超えて“つながった”経験は言葉にできないくら

い嬉しかったことでしょう。現地で流行だという謎の

チキン・バナナダンスは、これから日本でも流行るのかな？流行らせてくださいね。 

最後に、今回このような貴重な場を与えてくださった新潟県国際交流協会の皆さまには感謝してもし

きれません。村山事務局長様や井上様のガイドなしにはここまで充実した研修旅行にはなり得ませんで

した。そして、これからの日本や新潟の未来を担う、三条商業高等学校と下山中学校の素敵な生徒たち。
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あなたたちと一緒に過ごせたことをとても嬉しく思います。皆さんの手で、これからの未来を創ってい

ってください。 

 

 

台湾に行って印象に残ったこと 

新潟県立三条商業高等学校 ２年 江口菜乃香 

  

初めて台湾に着いたときは日本のチェーン店が多く、

海外に来たという実感はありませんでした。また、日本

語を話せる人が多く、助けられた場面がたくさんありま

した。そんな私が今回の台湾スタディツアーで印象に残

ったことは、日本との文化の違いについてです。 

まず、初めて文化の違いを感じたのは料理です。日本

では出された料理は全て食べきらなければならないと

言われています。しかし、台湾では満腹になるまで料理

が出される文化だそうです。この５日間では空腹の時間

はありませんでした。台湾は鳥関係の料理も多いことが

分かりました。どの料理もおいしく日本では食べられないものばかりで新鮮な気持ちになりました。ま

た、他国の食文化を知ることは自分の感覚を大きく変えてくれ、沢山の料理について興味を持つことが

できました。 

次は、言語の違いについてです。今回の学校交流では永慶高級中学校に訪問させていただきました。

はじめは「言語が通じるか」「英語があまり話せなかったらジェスチャーで伝わるのか」とても不安でし

た。しかし、実際に交流してみると、永慶高級中学の生徒はとてもフレンドリーに接してくれ、訪問す

る前の不安は全て吹き飛びました。自分の英語が伝わらないときはスマホのメモ機能を使って英単語で

伝えるようにしたり、ジェスチャーで伝えるように努力したりしました。最後に行ったダンスは、日本

を超えて台湾の皆と繋がったような気がしてとても楽しかったです。 

このようにインターネットだけで見る台湾と実際に見て触れたりするものでは全く異なることを学び、

現地でしか得られない貴重な体験ができました。「百聞は一見に如かず」というようにこれからも実際に

見て触れて学んでいきたいと思いました。また、今回台湾語と英語が沢山話されていました。私は英語

に疎く大変な思いをしたので、より一層英語に力を入れ、使える英語を身につけたいと思いました。 

 

 

台湾研修で得られた幸せ 

新潟県立三条商業高等学校 ２年 落合航太郎 

 

 今回の台湾スタディツアーでは、改めて人の温かさを実感させられました。特に印象に残っているこ

とを２つ紹介します。 
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 １つ目は、台湾の永慶高級中学の生徒たちとの交流で

す。この交流は渡航前から楽しみにしていたことの１つ

です。異国の同世代の方々との交流は自分の世界を広げ

るのには最適でした。初めは言語の壁があり、しっかり

としたコミュニケーションを取るのが難しい状況でした

。しかし永慶高級中学の生徒さんの盛大な歓迎があり、

私たちはすぐに打ち解けられました。私は英語で会話す

ることに不安を感じていました。しかし、私たちを歓迎

してくれる台湾の生徒たちの姿勢と積極的に話そうとし

てくる姿は私の心に響きました。一部の生徒さんとの連

絡先の交換もあり、スタディツアーが終わった後でも連絡が取れる状況にあります。もし災害があった

時にはボランティアでお互いを助け合いたいと感じさせてくれました。このような素敵な出会いを体験

できるのはスタディツアーの特徴だと思いました。 

 ２つ目は、台湾でガイドをしてくださった陳さんです。ホテルや食事の手配や通訳をはじめ、台湾の

歴史についての説明がとても丁寧でした。この丁寧さには私たちがお金を払って対応してくれているも

のではなく、心から歓迎してくれる人にしかできないものだと感じました。商業高校の生徒としてこの

温かい対応はとても心を惹かれました。私も外国の方が日本を訪問された際には陳さんのような温かい

歓迎をしたいです。 

 今回の台湾スタディツアーでは台湾の方々やガイドの陳さんも含め多くの人の温かさに触れることが

できました。人の価値観や生活の様子や温かさに触れたことによって私を成長させてくれました。これ

らの方々の価値観や温かさを日々の学校生活に活かし、台湾のことや世界を知るために本やインターネ

ットで調べていこうと思います。 

 

 

台湾を訪れて 

                          新潟県立三条商業高等学校 ２年 佐藤楓花    

 

私は、台湾スタディツアーで特に印象に残ったこと

が二つあります。 

 一つ目は、永慶高級中学の生徒との交流会です。バ

スを降りて校内に入ると、生徒の皆さんが門の所で出

迎えてくださっていて、日本はこんなに愛されている

のかと実感しました。最初は親睦を深めるため、フリ

ートークをしたり、昼食を一緒に食べたりしました。

永慶高級中学の生徒たちは一生懸命会話をしようと

してくれているのに、私が英語をうまく話せないせい

で会話が弾まずに、とても悔しい思いをしました。交

流会の最後の時間でけん玉やあやとりを披露したときは予想以上に盛り上がり、日本の遊びをみんなで
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共有できてうれしかったです。このように、台湾の学生と交流できる機会はないので、日本人以外の人

たちと実際に会って会話するという経験ができてとてもよかったです。また、今回の交流会に参加して

今まで以上に英語の必要性を感じることができました。この経験を糧に、英語に対する意識を変えて「話

す・聞き取る」ができるように勉強していきたいです。 

 二つ目は、台湾の人たちの温かさです。ホテルで朝食を食べているときに、「新潟のお米は大好きだし、

スキーも行ったことあるよ」と日本語で話しかけてくれた店員さんがいました。私はそれを聞いて、新

潟のことを気に入ってもらえたこと、何より直接伝えてくれたことがとてもうれしかったです。他にも、

飲食店やスーパーの店員さんたちには、ほとんど日本語が通じていて、日本への信頼感を感じました。 

 このように、台湾では文化の違いや英語の大切さ、台湾人の日本への信頼感などを実際に肌で感じる

ことができてとても勉強になりました。今後は、台湾でのこの貴重な経験を忘れずに英語や台湾の歴史

などを勉強していきたいと思います。そしてこれからのグローバル化が進む社会では、今回の交流での

経験を活かし、それを踏まえて自分ができることを将来の仕事に利用していければと思います。 

 

 

台湾旅行―印象に残ったこと 

                   新潟県立三条商業高等学校 ２年 石馨宇 

 

 私は３月 20日から 24日までの間に、三条商業高校

の生徒たち、下山中学校の生徒たち、そして新潟県国

際交流協会スタッフの方々と一緒に台湾へ研修旅行

に行きました。５日間の中で、私はいろいろな物事を

見て、様々なことを学びました。この中で、一番の思

い出は二日目の学校交流でした。 

 学校交流のために、私たちは、紹介する日本の文化

を調べて準備をしました。海外での学校交流はみんな

初めてで、とても緊張しました。でも、バスから台湾

の高校生たちを見た瞬間はびっくりしました。目に映

ったのは、笑顔が溢れている高校生たちでした。みんなとても熱心で、私の緊張した気持ちも少し和ら

ぎました。 

今回の学校交流で、特に印象に残ったのは、台湾の皆さんの温かいおもてなしと、異なる教育スタイ

ルに触れたことです。私は中国人なので、言葉の壁はありませんでしたが、他の日本人の友達は台湾の

高校生たちと英語でのコミュニケーションが大変そうでした。しかし、言葉に壁があっても、台湾の皆

さんは丁寧に英語でやさしくサポートしてくれました。コミュニケーションをとるために一生懸命工夫

し、とてもフレンドリーに接してくれました。昼食の時には、地元の特産品や台湾の伝統的な料理を一

緒に楽しむことができました。日本から来た私たちのために、スープもきちんと準備したと聞いたとき

は本当に感動しました。昼食の後に、籾殻アートをやりました。これをやるのは初めてで、とても新鮮

でした。台湾の皆さんと協力して、楽しいコミュニケーションをとりながら、籾殻アートが完成しまし

た。 
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最後に、今回の学校交流を通じて、私たちが互いに理解し合い、共に学ぶことの楽しさや意義を感じ

ることができました。今回の学校交流は、私にとって一生忘れられない思い出となり、今後の人生にお

いても大きな糧になると確信しています。このような交流の機会を得ることができたことに感謝し、今

後も異なる文化や価値観を尊重しながら、様々な交流を積極的に行っていきたいと思います。 

 

 

学校交流をしての感想 

                新潟県立三条商業高等学校 ２年 鶴巻凛花 

 

 私が台湾で一番印象に残ったことは学校交流です。

私たちは台湾へ行く前から学校交流の準備をしていま

したが、当日はとても緊張していました。ですが、生

徒の皆さんの日本国旗を持ってのお出迎えやジェスチ

ャーでの意思疎通など私たちに寄り添った行動をして

くださり、次第に緊張がほぐれていきました。学校に

着いてから最初にお弁当をいただきました。慣れない

土地でご飯が口に合うか最初はドキドキしていました

が、食べてみたらとてもおいしく日本人の口に合った

料理ばかりで驚きました。食べている途中でも永慶高

級中学の皆さんは私たちが緊張しないようずっと話し

かけてくださいました。ご飯を頂いた後に、みんなでもみ殻アートをしました。私はもみ殻アートを初

めてしたので色や模様をどんなのにしようかいろいろ悩みましたが、みんなで簡単な英語でやり取りし

ながら、楽しく会話ができました。次に台湾のクイズをしました。英語でのクイズでしたが、私たちで

もわかる英語で、わかりやすいイラストを使っての説明でとても楽しかったです。あちらの学校の生徒

さんたちはとてもフレンドリーで、合間にダンスをしたり、ネットでのコミュニケーションをとったり

とても楽しかったです。クイズが終わってからはタピオカとチキンを頂きました。正直お腹はいっぱい

でしたが、タピオカもチキンも日本のものよりとてもおいしく、残すことなく完食できました。私たち

の学校からは日本の伝統的なおもちゃをプレゼントしました。けん玉や折り紙、あやとりに福笑いなど

いろいろなものをプレゼントしました。私は時間の関係で説明することはありませんでしたが、みんな

が日本のけん玉やあやとりに夢中になっているのを見るのがとても嬉しかったです。帰り際みんなで台

湾の伝統的な踊りをしました。短い踊りでしたがみんなの仲が深まりとても印象に残りました。永慶高

級中学との学校交流で学んだことを日本でも活かせるように頑張りたいと思いました。 
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友情を未来に繋げる ～学校交流から見えたもの～ 

                          新潟県立三条商業高等学校 教諭 目黒正栄                   

 

 毎日のように海外で起こる紛争のニュースを耳に

する中で、生徒達と台湾を訪れました。学校交流の

日、台湾と日本の生徒達が生き生きと交流する姿を

見て改めて感じたことがあります。それは、戦争の

ない未来を作るためには、素直で多感な若い時期に

中高生達が海外の人達と直に対面し、お互いの体温

を感じ、語り合うなど、草の根レベルでの良好な関

係を築いておく必要があるのだろう、ということで

す。台湾と日本の生徒同士が深めた友情を将来に繋

いで、国際社会の中で良好な関係を続けている良き

手本になってほしいと切に願います。 

研修二日目、私達は嘉義県立永慶高級中学を訪問しました。台湾の生徒達は、両国の旗を振りながら

笑顔で迎えてくれました。台湾は親日国であると言われていますが、歴史の中で日清戦争後50年もの間、

台湾は日本の統治下に置かれていました。台湾の人達は、その支配下で大変苦しい時代を生きてこられ

たのですから、日本に否定的であってもおかしくありません。しかし、その子孫にあたる次世代の生徒

達や先生方は、温かく私達を受け入れてくれたのです。台湾では、統治時代のマイナス面だけでなく、

日本のお陰で台湾が発展できたというプラス面もしっかり学校で教えているそうです。台湾人は日本へ

の「恩」を忘れていないということをガイドの陳さんからお聞きし台湾の人達の心の広さと強さに敬服

します。 

また台湾の英語教育のレベルの高さにも驚かされました。永慶高級中学でも国際理解教育や英語教育

に力を入れており、現在世界９カ国 28ヶ校の学校とオンライン交流も含めて何かの形で交流活動を行っ

ているそうです。国際社会で活躍できる人材育成が学校教育の中でしっかりと行われて、諸外国の人達

と英語でやり取りができます。そして何より台湾の学校現場には、未来に向かっての勢いと活気があり

ます。台湾の教育には見習うべき点が多々あります。台湾で学んだこれらのことを、教える立場の者と

して生徒達や地域にも伝えていきたいと思います。新潟県国際交流協会様はじめ、今回の台湾研修に関

わって下さったすべての方々に心からお礼を申し上げます。大変ありがとうございました。 

 

 

台湾で活躍した日本人技師 八田與一さんを知って 

                           新潟県立三条商業高等学校 教諭 市川操 

 

 今回の研修では、生徒達に負けないくらい私も多くを学ばせてもらいました。その中でも、私にとっ

て一番の収穫は、烏山頭ダム建設を指揮した八田與一さんの功績を知ったことです。台湾が日本に統治

されていた時代 1930 年にこのダムが完成したことで、台湾嘉南地域に水が供給されるようになり、土地

は緑豊かな穀倉地へと変わりました。人々は安定した生活を送れるようになったのです。八田さんは、
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この地域の人々にとっては命の恩人的な存在です。最

初は八田さんのことも知らず、なぜ台湾研修でダムを

見学するのかと不思議に思っていました。日本を出発

する前に新潟県国際交流協会理事長の中山輝也様が

出筆された『台湾の烏山頭ダムにまつわる話』を読ま

せていただきました。命がけで台湾の人達のために活

躍したこんなすごい日本人がいたのか、とダム見学に

大きな興味と期待を持って台湾へ向かいました。 

 烏山頭ダムを見学した日は、朝から天気にも恵まれ

爽やかな風が流れ、まるで八田さんが私達を迎えてく

れているかのような感じさえしました。壮大なダムの他にも、八田與一記念館、八田さんの銅像やお墓、

自宅、作業員宿舎などを見学しました。当時の八田さんの様子を見聞すればするほど、日本人と台湾人

の民族の枠を超えて誰に対しても愛情深く、人々の豊かな生活のために命がけでダムの完成を成し遂げ

た実に器の大きな人物であったにちがいない、と感動するばかりでした。八田さんの功績は台湾の教科

書にも載っていて、台湾の人達は今日でも八田さんのことを語り継いでいるということです。現在、台

湾が親日国である理由の一つがここにあることも納得できました。 

 さっそく今年度授業の中で、ぜひ八田與一さんのことを取り上げてみたいです。「世のため人のために

尽くす」ということの大きな意味を教えてくれた八田與一さんは、台湾だけでなく日本でももっと知ら

れていくべきです。そして理事長の中山様が述べられているように、この烏三頭ダムが台湾ツアーの中

に組み込まれ、近い将来世界遺産に登録される日が来ることを心から願っております。 



 

Ⅲ．付録資料 
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新潟から世界へ翔ける！ ～あなたが知ったこと、行動することを伝えよう！～ 

令和６年度 国際理解教育プレゼンテーションコンテスト 実施要項 

１ 開催要領 

(1) 趣  旨 

国際化が加速する現在、多様な文化や価値観を持つ人々が互いに認め合い、支え合って生活する

多文化共生社会の構築とともに、国際平和のために主体的に物事を考え、積極的にコミュニケーシ

ョンを取ることができるグローバル人材の育成が重視されています。 
よりよい国際社会の実現に向け、高い国際意識とコミュニケーション能力を身につけた若者の育 

成や、県民の国際理解の推進を図るため、県内の中学生・高校生自らが国際理解に関して自由な発 
想で率直に発表を行うプレゼンテーションコンテストを開催します。 

(2) 主  催  公益財団法人新潟県国際交流協会、新潟県国際理解教育推進協議会※注 

(3) 開催日時  令和６年 12月 21日（土）12：00～17：00（予定） 
※開催時間は変更になる場合があります。 

(4) 会  場  朱鷺メッセ 国際会議室（マリンホール）（新潟市中央区万代島 6‐1） 

(5) 実施部門  中学生部門 高校生部門 

(6) 表  彰  部門ごとに、次の賞及び副賞を贈呈します。 

・ 最優秀賞     １チーム：賞状・海外スタディツアー 
・ 優秀賞      ２チーム：賞状・図書カード（３万円分） 
・ 審査員奨励賞     １チーム：賞状・図書カード（２万円分） 

(7) 観  覧  詳細は開催１か月前までにホームページ等で発表する予定です。 

２ 応募要領 

 (1) 応募条件  学校・地域組織など（以下「団体」という）による応募、個人による応募のいずれ 
  の方法でも受け付けますが、１団体からの応募は各部門３チームまでとします。また、応募には、 
  次の全てを満たすチームであることが必要です。 

・ 新潟県内の中学校・高等学校（中等教育学校、高等専門学校、特別支援学校を含む）に在籍する 

生徒３名以上５名以内で構成するチームであること。 

・ チームには満 20歳以上の指導者（教員等）が１名以上含まれていること。 
・ 最優秀賞の副賞が海外派遣であることから、当コンテストへの応募について保護者の了解を得る 

こと。 

(2) 発表内容 

・ 国際理解に関連すること※であればテーマと内容は自由であるが、生徒自らの問題意識に基づい 
  て主体的に考えた発表内容であること。 
・ 生徒自らが十分な調査・研究を行い、課題解決へ向けた考えを論理的に発表すること。 

   ・ 学校での学習、クラブ活動、地域での活動などの成果について発表すること。 
  ・ 発表の形態は自由であり、聴衆にメッセージを率直に伝えること。 

・ 発表は生徒のみで行うものとし、指導者は登壇やパソコン操作などの関与を行わないこと。 

※近年の発表テーマの例 
食品ロス、海洋汚染、技能実習生との交流、国際平和、LGBTQ、ジェンダー問題、伝統文化の 
継承・発信、他者理解、ファストファッション、フェアトレード、児童労働、難民問題への関わり 
方、自然災害、海外研修からの学び、多様な人々とのコミュニケーション、校則の国際比較 等 
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(3) 発表に際しての留意事項 

 ① 発表時間は８分以内とする。 
 ② 発表に使用する動画、インタビュー等の音声データの使用時間は各１分以内とする。 

ただし、BGM として使用する場合はこの限りではない。 
  ③ 写真・イラスト、動画、音声等の使用に際しては、著作権、肖像権など他人の権利を侵害しない

こと。 

 ④ 原則として、発表に使用する機材は事務局で用意するパソコン（Windows または Mac）を使用 
するものとする。プレゼンソフトを利用する出場者は、Microsoft PowerPoint または Apple 
Keynote で作成したファイルを事務局まで事前に提出する。提出方法は出場決定者に連絡する（出

場者のPCのセキュリティ保護やウイルス対策の観点から、各自のPCの持込はご遠慮ください）。 
 ⑤ 日本語以外の言語での発表も可能であるが、訳文や資料などの配布は認めない。発表者自身がメ

ッセージを伝える工夫をすること。 
※①および②の制限時間を超過した場合は、審査で減点されます。 

応募に際し、必ず「国際理解教育プレゼンテーションコンテスト」特設サイト「よくある質問」 
をご確認ください。（https://www.niigata-ia.or.jp/jp/ct/000_precon/faq.html） 

   
(4) 審  査  国際理解教育・国際協力活動の専門家等の審査員が審査します。 
 ア 「最優秀賞」及び「優秀賞」は下記の観点から審査します。配点は、特に①テーマ／コンテン 

   ツに比重を置きます。 

   ① テーマ／コンテンツ（主題／内容） 
  ・ 生徒自らの問題意識や、主体性があるか。 
  ・ 国際理解を深める明確な意図があるか。 
  ・ 内容が論理的で、聴衆を説得する力があるか。 
  ・ メッセージや行動が具体的で、実行可能性があるか。 
  ② プレゼンス／オリジナリティ（発表／独創性） 
  ・ 発表者の意見を、自らのことばで率直に表現しているか。 
  ・ 発表に自信や熱意があり、聴衆へメッセージが伝わっているか。 
  ・ 調査・研究の手法、資料の作成や発表の方法などにオリジナリティがあるか。 
  ③ リソース（資料） 
  ・ 十分な量と質の資料が収集されているか。 
   ・ 資料の検討が多角的になされているか。 
  ・ テーマに関連した資料として活用されているか 
  ④ チームワーク 
  ・ チームワークよく発表が行われているか。 
  ・ チームとしての取組みの成果が顕著であるか。 
  ・ 事前の練習の成果が表れているか。 
  ⑤ 総合点 
  ・ 全体を通じて強く印象に残る内容の発表が行われたか。 
  ・ 生徒が将来にわたって国際理解を深めていく意欲が感じられたか。 

 イ 「審査員奨励賞」は、審査項目の得点や順位にかかわらず、今後の展開への期待が高く、特に 

   印象に残った次の①または②のチームの中から選定されます。 

   ① 初出場チーム 

   ・過去５年間、本コンテストに出場していない団体からのチーム 

      ・個人による出場の場合、いずれの生徒も前年度本コンテストに出場していないチーム 

   ② 低学年チーム 

   ・中学生部門は、１、２年生で構成されたチーム 

   ・高校生部門は、１年生のみで構成されたチーム 
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(5) 応募方法 

 所定の応募用紙に必要事項を記入し、令和６年９月 30 日（月）必着で、下記宛に郵送、FAX、 
E-メールのいずれかで送付してください（応募用紙は新潟県国際交流協会ホームページ、特設サ 
イトからもダウンロードできます）。 

 

(6) 出場チームの決定 
・ 出場チーム数は、中学生・高校生各部門合わせて最大 20チームまでとします。 

  ・ 応募が 20 チームを超えた場合は、書類選考を行います。 

  ・ 各部門の応募が５チーム（３団体）に満たない場合は、その部門は開催しません。 

・ 書類選考の結果は、10 月中旬までに応募チーム宛に郵送します。 

 
(7) 応募先・問合せ等 

（公財）新潟県国際交流協会 国際理解教育プレゼンテーションコンテスト参加者募集係 
住所：〒950-0078 新潟市中央区万代島５－１ 万代島ビル２階 

電話：025－290－5650  FAX：025－249－8122  E-mail：nia21c@niigata-ia.or.jp 

ホームページ：https://www.niigata-ia.or.jp/ 

特 設 サイト：https://www.niigata-ia.or.jp/jp/ct/000_precon/ 

 

３ その他 

(1) 交通費支援について 

   コンテスト会場までの交通費は、基本的に、各自ご負担いただきます。 
   ただし、遠隔地からの参加チームには、生徒５名、指導者１名まで、交通費の一部を支援します。 
 
  ○支援額の算定方法 
   下記により算定します。 

対象 所在地 
団体・個人の生徒 学校の所在地 
団体の指導者 団体の所在地 
個人の指導者 指導者の住所地 

 
  ○支援額（往復） 

地域 金額 
新発田市、聖籠町、阿賀野市、五泉市、

三条市、田上町、加茂市、燕市、弥彦村、

新潟市西蒲区、新潟市南区 

500 円/人 

阿賀町、見附市、出雲崎町、長岡市、 
村上市、関川村、胎内市 

1,000 円/人 

小千谷市、魚沼市、柏崎市、刈羽村 1,500 円/人 

南魚沼市、十日町市、上越市 2,000 円/人 

津南町、湯沢町、妙高市 2,500 円/人 

糸魚川市、佐渡市 3,000 円/人 

粟島浦村 4,000 円/人 
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(2) 作品の取扱い 

ア コンテストの写真、ビデオ、発表資料、海外スタディツアーの写真、レポートは、当協会の広報 
等に利用させていただきます。 

イ 報告書に掲載するため、コンテスト終了後、各チームの発表概要を提出していただきます。 
報告書は当協会のホームページ等で公開する予定です。 

 
(3) 個人情報保護について 

ア 申込書にご記入いただいた個人情報は、法令及び当協会の個人情報保護規程に従って厳重に管理 
し、当コンテストの運営以外の目的で使用することはありません。 

イ 出場チームについて、名前・学校名・学年などが当協会の広報媒体や報道機関等が発行する媒体 
に公開されることがあります。 

 
(4) 海外スタディツアー派遣について 

ア 時  期：令和７年３月（春休み期間中５日間程度） 
イ 行き先：台湾（予定） 
ウ その他：以下の点をご承知おきください。 
・ 感染症の拡大、不慮の災害等により、やむをえず派遣を変更・中止する場合があります。 
・ スタディツアーの派遣経費は、１チームにつき生徒５名及び指導者１名分まで当協会が負担し 

ます。 
・ ツアーに参加する指導者は、ツアー中の生徒の安全配慮や健康管理等にご協力をお願いいたし 

ます。 
・ 自宅と集合・解散場所（新潟空港の予定）間の交通費、旅券取得費用、旅行保険料（任意）は 

派遣者にご負担いただきます。 
・ 集合場所から当協会職員が随行するほか、現地ガイドが同行します。 
・ 派遣者全員から、帰国後にレポートをご提出いただきます。 

 
※注 新潟県国際理解教育推進協議会構成団体 

新潟県知事政策局国際課、新潟県教育委員会義務教育課、新潟県教育委員会高等学校教育課、新潟県

立教育センター、新潟市教育委員会学校支援課、独立行政法人国際協力機構（JICA）東京センター、

新潟大学、上越教育大学、新潟国際情報大学、新潟県立大学、敬和学園大学、新潟県立看護大学、特

定非営利活動法人にいがた NGO ネットワーク、公益財団法人 AFS 日本協会新潟支部、新潟県青年海外

協力協会、公益財団法人新潟市国際交流協会、公益財団法人長岡市国際交流協会、公益社団法人上越

国際交流協会、公益財団法人新潟県国際交流協会 
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